
［特集］　ストップ！ニセ電話詐欺

あなたの大切なお金が狙われているかもしれません！

３月13日(金)、市内中学校で卒業証書授与式が行われまし
た。市内針摺東の筑紫野中学校では241人が義務教育を終え、
新たな一歩を踏み出しました。

３月13日(金)、市内中学校で卒業証書授与式が行われまし
た。市内針摺東の筑紫野中学校では241人が義務教育を終え、
新たな一歩を踏み出しました。

あなたの大切なお金が狙われているかもしれません！
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被害額　　　　認知件数

全国の特殊詐欺の認知件数・被害総額 559億円
平成26年中
被害総額

億

70歳以上

女性

男性

60歳代

59歳以下

59歳以下

70歳以上

60歳代

（48.2％）

（71.4％）

（28.6％）

（14.9％）

（8.2％）

（16.7％）

（5.2％）

（6.6％）
全国の特殊詐欺の被害者年齢・性別割合

（平成25年・警察庁広報資料）

被害者のうち、59 歳以下は14.8％、

60歳代は 20.1％、70歳以上は64.9

％で、60歳以上では85.0％を占めて

います。

平成26年・警察庁広報資料(暫定値)

特
集

ス
ト
ッ
プ
！
ニ
セ
電
話
詐
欺

あ
な
た
の
大た

い

切せ

つ

な
お
金か

ね

が

わ
れ
て
い
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
！

狙
１
日
平
均
１
億
５
０
０
０
万
円

以
上
が
だ
ま
し
取
ら
れ
て
い
る
　

今
や
耳
に
し
な
い
日
が
な
い
く

ら
い
、
連
日
テ
レ
ビ
や
新
聞
で
報

道
さ
れ
て
い
る
特
殊
詐
欺
。(

※
ニ

セ
電
話
詐
欺)

そ
の
被
害
額
は
甚
大
で
、
平
成

26
年
中
に
全
国
で
起
き
た
ニ
セ
電

話
詐
欺
の
認
知
件
数
は
１
万
３
３

７
１
件
、
被
害
総
額
は
前
年
か
ら

約
70
億
円
増
え
て
５
５
９
・
４
億

円
と
、
初
め
て
被
害
額
が
５
０
０

億
円
を
超
え
、
過
去
最
悪
を
更
新

し
ま
し
た
。

こ
の
数
字
は
、
実
に
１
日
平
均

１
億
５
０
０
０
万
円
以
上
が
だ
ま

し
と
れ
て
い
る
計
算
に
な
り
、
福

岡
県
内
で
も
約
13
億
円
の
被
害
が

発
生
す
る
な
ど
、
３
年
連
続
で
過

去
最
高
を
更
新
し
て
い
ま
す
。

年
々
、
多
様
化
・
巧
妙
化
し
て

い
る
ニ
セ
電
話
詐
欺
の
特
徴
や
対

策
に
つ
い
て
、
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ

う
。

被
害
者
の
８
割
以
上
が
60
歳
以
上

平
成
25
年
中
に
お
け
る
全
国
の

ニ
セ
電
話
詐
欺
の
被
害
者
の
年
齢

構
成
は
、
60
歳
以
上
が
約
85
％
、

そ
の
う
ち
70
歳
以
上
が
約
65
％
と

高
齢
者
が
多
く
を
占
め
、
男
女
比

で
は
女
性
が
70
％
以
上
と
な
っ
て

お
り
、
特
に
高
齢
の
女
性
が
被
害

に
遭
う
率
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

※
特
殊
詐
欺
や
振
り
込
め
詐
欺
の

こ
と
を
福
岡
県
警
で
は
「
ニ
セ

電
話
詐
欺
」
と
呼
び
、
対
策
を

強
化
し
て
い
ま
す
。
こ
の
広
報

で
は
同
様
に「
ニ
セ
電
話
詐
欺
」

に
統
一
し
て
表
記
し
ま
す
。
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ギャンブル必
ひっ

勝
しょう

法
ほう

情
じょう

報
ほう

提
てい

供
きょう

名
めい

目
もく

詐
さ

欺
ぎ

架
か

空
くう

請
せい

求
きゅう

詐
さ

欺
ぎ

融
ゆう

資
し

保
ほ

証
しょう

金
きん

詐
さ

欺
ぎ

オレオレ詐
さ

欺
ぎ

犯行の手口
電話を利用して、 息子や孫などを装い、 「会社の

お金を使い込んだ」「友人の借金の保証人になった」
「株で失敗した」などと偽り、現金を振り込ませるなど
の方法によりだまし取る詐欺。他に警察官や銀行協会
職員をかたって、キャッシュカードや現金を自宅まで
直接取りに来る手口もあります。
対処法
●「携帯電話番号が変わった」などと家族から電話

があり、現金の振り込みなどを要求する場合は、
慎重に対処してください。

●警察官などを名乗っても他人には絶対に暗証番号
を教えてはいけません。また警察官などが聞くこ
とはありません。

犯行の手口
電話、メール、ハガキで、利用した覚えのないサ

イト(ホームページ)の「延滞金」「登録解除料」の請
求が来たり、インターネットの利用中に料金請求の
画面を表示し、現金を振り込ませるなどしてだまし
取る詐欺。「退会手続きがされていない」「放置する
と訴訟手続開始、自宅・会社に訪問する」など不安
にさせ、連絡すると多額の料金を請求されます。
対処法
●心当たりのない請求には応じないことが大切です

が、不安に思ったとき(心当たりがあるかどうかも
わからない場合)は各種相談窓口にご相談ください。

●使用したサイト名、利用した時間などの記載が無い
請求、料金の請求以外の文言(身辺調査の開始、会
社への訪問など)が記載してある請求は要注意です。

犯行の手口
資金繰りに窮した個人や中小企業者に対し、ダイ

レクトメール、ＦＡＸなどで「誰でも融資」「簡単
審査」などと記載して融資を誘い、申し込んできた
人に対し、「保証金が必要」「信用実績が必要」など
と口実をつけ現金を振り込ませるなどしてだまし取
る詐欺。

対処法
●正規の貸金業者では  「借入金データの抹消手続料」

など、いかなる名目であっても、融資を前提に現金
の振り込みを要求することはありません。

●知らない会社から届いたダイレクトメールやＦＡ
Ｘは、それだけで注意が必要です。

犯行の手口
実在しない宝くじ情報提供会社などを名乗り、

「「ロト６」 の当せん数字は、あらかじめ知ることが
できます」 などと持ちかけ、 事前に当せん番号が分
かるかのように見せかけて、当せん番号の情報提供料
などの名目でだまし取る詐欺。

対処法
●「絶対にもうかる」  「限られた人しか購入できな

い」 という言葉は要注意。 「購入する名義を貸し
て欲しい」 などとし、 了承させた後に別の者から

「犯罪になる」 「お金を払えば事件にならない 」と
いって現金をだまし取ろうとする場合もあります。

平成26年中に全国で発生した詐欺を発生件数別
で見ると、最も多いのが「オレオレ詐欺」、次いで
「架空請求詐欺」、「還付金詐欺」、「融資保証金詐欺」
などとなっていますが、１件当たりの被害金額別

に見ると「金融商品等取引名目詐欺」や「ギャン
ブル必勝法情報提供名目詐欺」が高くなっていま
す。ここでは、筑紫野警察署管内で多く発生して
いる詐欺について掲載します。

さまざまな手
て

口
ぐ ち

であなたを狙
ね ら

う
ニセ電

で ん

話
わ

詐
さ

欺
ぎ

ストップ！　ニセ電話詐欺

数
年
前
の
あ
る
日
、
職
場
に
母
か

ら
電
話
が
か
か
っ
て
き
ま
し
た
。
普
段

は
職
場
に
電
話
し
た
り
は
し
な
い
の

で
、
お
か
し
い
な
と
思
い
な
が
ら
出
る

と
、
開
口
一
番
「
振
り
込
む
っ
て
ど
こ

に
振
り
込
め
ば
い
い
の
？
」
と
聞
か
れ
、

「
何
の
こ
と
？
」
と
言
う
と
「
や
っ
ぱ

り
…
」
と
落
胆
し
た
様
子
。

詳
し
く
聞
く
と
、
そ
の
日
の
前
日

か
ら
、
私
を
名
乗
っ
て
実
家
に
電
話
が

か
か
っ
て
き
て
お
り
、
「
携
帯
電
話
の

番
号
が
変
わ
っ
た
」
「
風
邪
を
ひ
い
て

声
が
変
わ
っ
た
」
「
女
性
を
妊
娠
さ
せ

て
し
ま
っ
て
１
０
０
万
円
必
要
だ
か
ら

振
り
込
ん
で
欲
し

い
」
と
言
わ
れ
、

振
り
込
む
準
備
を

し
た
け
ど
、
念
の

た
め
職
場
に
電
話

し
た
と
の
こ
と
。

す
ぐ
に
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
に
行

き
、
相
談
員
さ
ん
に
対
応
を
尋
ね
ま

し
た
。
「
ま
た
か
か
っ
て
き
て
も
電
話

に
出
な
い
こ
と
」
。
す
ぐ
に
母
に
伝
え
、

事
な
き
を
得
ま
し
た
。

人
一
倍
警
戒
心
が
強
く
、
ま
た
近

く
に
住
ん
で
い
る
母
が
、
あ
っ
さ
り

だ
ま
さ
れ
、
今
で
も
「
間
違
い
な
く

あ
な
た
の
声
だ
っ
た
」
と
話
す
の
を

見
る
と
、
詐
欺
の
怖
さ
を
感
じ
た
出

来
事
で
し
た
。

と
あ
る
市
職
員
の
体
験
談
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筑紫野警察署安全安心まちづくり推進室
警部補　香月 芳雄さん

平
成
26
年
中
の
福
岡
県
内
の
ニ

セ
電
話
詐
欺
発
生
件
数
は
２
７
２

件(

前
年
比
66
件
増)

、
被
害
額
は

12
億
９
１
８
８
万
円(

前
年
比
１
億

６
６
２
４
円
増)

で
し
た
。
筑
紫
野

警
察
署
管
内
で
は
、
14
件
３
６
０

０
万
円
の
被
害
が
発
生
し
て
い
ま

す
。筑

紫
野
警
察
署
で
は
、
１
月
か

ら
「
ニ
セ
電
話
詐
欺
撲
滅
作
戦
２

０
１
５
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

主
な
内
容
は
３
つ
。
１
つ
目
は
犯

人
の
徹
底
検
挙
と
、
通
帳
や
電
話

な
ど
犯
行
に
使
わ
れ
る
ツ
ー
ル
の

遮
断
。
２
つ
目
は
金
融
機
関
や
宅

配
業
者
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト

ア
な
ど
関
係
機
関
と
の
連
携
強
化
。

３
つ
目
は
高
齢
者
に
対
す
る
注
意

喚
起
活
動
で
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
チ
ラ
シ
な
ど
で
啓
発
活
動
を
行

「レターパック、宅配便で現金送れ」

っ
て
い
ま
す
。

最
近
の
手
口
は
、
さ
ま
ざ
ま
で

悪
質
巧
妙
化
し
て
い
ま
す
。
共
通

し
て
言
え
る
こ
と
は
、
電
話
で
お

金
の
話
を
し
て
く
る
点
で
す
。
相

手
が
警
察
官
や
銀
行
協
会
と
名
乗

っ
て
も
、
こ
れ
は
全
て
詐
欺
だ
と

思
っ
て
く
だ
さ
い
。
警
察
官
は
、

電
話
で
口
座
番
号
や
暗
証
番
号
を

聞
く
こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
。

も
う
ひ
と
つ
大
事
な
こ
と
は
、

万
一
被
害
に
遭
っ
た
場
合
、
恥
ず

か
し
い
と
か
家
族
に
怒
ら
れ
る
と

い
っ
た
理
由
で
通
報
し
な
い
ケ
ー

ス
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
場
合
、
通

報
が
早
け
れ
ば
相
手
に
お
金
が
届

く
前
に
取
り
戻
し
た
り
、
第
二
の

被
害
を
防
い
だ
り
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

被
害
に
遭
い
そ
う
な
と
き
、
被

害
に
あ
っ
た
と
き
、
少
し
で
も
お

か
し
い
と
思
っ
た
と
き
は
、
迷
わ

ず
警
察
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

電
話
で
お
金
の
要
求
が
あ
っ
た

場
合
は
詐
欺

「もしかして詐欺！？」こんな言葉には要注意！

「風邪をひいて声の調子が悪い」
「電話番号が変わったから登録して」

すぐにできる！ニセ電話詐欺対策

「口座が悪用されている」
「警察でお金を預かる」

「お金の出し入れができなくなる」
「現金・キャッシュカード・通帳を
訪問する職員に預けて」

●留守番電話を活用しましょう

家にいるときでも、自宅の電話
は常に留守番電話にしておきまし
ょう。知人や登録している電話番
号には出るようにし、不審な電話
には出ないようにしましょう。

●家族の合い言葉を決めておき
ましょう
子や孫と思って話していても

「何か変だな」と感じたときに誕
生日を尋ねたり、ペットの名前を
聞いたりするなど、家族だけが答
えられる合い言葉を決めておきま
しょう。

●困ったときの相談先を決めて
おきましょう
あわてずに、家族や取引先の金

融機関など信頼できる周りの人に
相談しましょう。ひとりで判断し
ないことが大切です。

子や孫から

警察官から

銀行協会から

日本郵便株式会社のレターパックに現金を入れて送
付することは、法律違反です。「レターパックや宅配便
で送れ」と言われたときはまず詐欺を疑ってください。

「値上がりします」「必ず儲かります」
「元本は保証されています」

投資会社から
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詐
欺
被
害
の
防
止
に
は
金
融
機
関

が
水
際
で
あ
る
と
の
意
識
で
対
応
し

て
い
ま
す
。

最
近
の
ニ
セ
電
話
詐
欺
で
は
現
金

送
付
型
が
増
加
し
て
い
ま
す
の
で
、

高
齢
者
が
高
額
の
現
金
を
お
引
出
し

の
場
合
、
簡
単
な
ア
ン
ケ
ー
ト
を
行

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
一
定
金
額
以

上
は
警
察
へ
の
連
絡
を
行
い
、
聞
き

取
り
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

福
岡
銀
行
独
自
の
防
止
策
と
し
て

は
、
不
正
な
口
座
を
作
ら
せ
な
い
よ

う
チ
ェ
ッ
ク
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
昨
年
の
11
月
に
は
筑
紫
野
警

察
署
管
内
の
各
金
融
機
関
と
合
同
で

模
擬
訓
練
も
行
い
ま
し
た
。

福
岡
県
警
で
作
成
さ
れ
た
「
声
か

け
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
活
用
し
て
い
ま

す
が
、
お
客
様
の
反
応
は
さ
ま
ざ
ま

で
す
。
警
察
か
ら
の
指
導
で
あ
る
こ

と
、
被
害
が
実
際
に
起
こ
っ
て
い
る

こ
と
を
丁
寧
に
説
明
し
ご
理
解
い
た

だ
い
て
い
ま
す
。

福岡銀行二日市支店
副支店長　西江 修さん

増加するニセ電話詐欺の被害を徹底して防止
し、皆さんの財産を守るため、金融機関に対し、

・窓口で高額の現金を持ち帰る場合の警察へ
の通報

・簡単なアンケートと詳細な聞き取り調査
をお願いしています。

ご理解とご協力をお願いします。

ア
ン
ケ
ー
ト
と
聞
き
取
り
で

水
際
で
防
止

福岡県警察からのお願い還付金などでＡＴＭの操作を
お願いすることは絶対にありません
市役所の職員などを名乗って「税金の還付金

がある」「医療費の還付金がある」などと電話
をかけてきて、金融機関のＡＴＭを操作させて
振り込ませる詐欺が発生しています。

市では、還付がある場合には、聞き取りした
口座に市から振り込みますので、ＡＴＭの操作
をお願いすることは絶対にありません。

筑紫野警察署 ☎(９２９)０１１０

筑紫野市消費生活センター ☎(９２３)１７４１

警察総合相談電話 局番なし＃９１１０

消費者ホットライン ☎０５７０(０６４)３７０

少しでも「怪しい」と感じたら、すぐ相談

平日９時〜11時45分、
13時〜16時30分

ニ
セ
電
話
詐
欺
の
情
報
は
、
連
日

新
聞
・
テ
レ
ビ
で
報
道
さ
れ
、
認
知

は
広
ま
っ
て
い
る
の
に
、
な
か
な
か

被
害
が
減
ら
な
い
と
い
う
実
態
が
あ

り
ま
す
。

そ
の
大
き
な
要
因
は
、
悪
質
業
者

の
手
口
が
巧
妙
に
な
っ
て
い
る
こ
と

に
加
え
、
高
齢
化
の
進
行
だ
と
考
え

て
い
ま
す
。

高
齢
者
は
、
悪
質
業
者
の
知
識
や

情
報
に
乏
し
く
、
被
害
に
遭
っ
た
こ

と
さ
え
気
付
か
な
い
こ
と
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
被
害
に
遭
っ
た
こ
と
に

気
付
い
て
も
、
だ
ま
さ
れ
た
自
分
が

悪
い
と
あ
き
ら
め
た
り
、
誰
に
も
知

ら
れ
た
く
な
い
と
い
う
思
い
か
ら
相

筑紫野市消費生活センター
相談員　草野 京子さん・馬渡 志保さん

談
し
な
い
人
も
多
い
よ
う
で
す
。

筑
紫
野
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
で

は
「
家
族
み
ん
な
で
防
ご
う
！
高
齢

者
詐
欺
」
と
題
し
て
注
意
喚
起
を
行

っ
て
い
ま
す
。

悪
質
商
法
の
被
害
に
遭
わ
な
い
た

め
に
、
高
齢
者
は
も
ち
ろ
ん
、
家
族

や
周
り
の
人
た
ち
も
必
要
な
情
報
を

集
め
、
知
識
を
つ
け
て
い
た
だ
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
の
幅
広
い
情

報
発
信
だ
け
で
な
く
、
地
域
で
の
高

齢
者
の
見
守
り
を
強
化
す
る
た
め
に

福
祉
関
係
機
関
と
も
連
携
を
図
り
な

が
ら
、
市
民
の
暮
ら
し
を
守
る
取
り

組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
今
年
度
は
悪
質
商
法
や

製
品
事
故
な
ど
に
よ
る
被
害
の
未
然

防
止
・
拡
大
防
止
を
図
る
た
め
、
地

域
や
職
場
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
場
で
活

躍
さ
れ
て
い
る
人
を
対
象
に
、
消
費

者
教
育(

啓
発)

を
担
う
人
材
を
育
成

す
る
事
業(

消
費
生
活
サ
ポ
ー
タ
ー
育

成
事
業)

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ん
が
、
安
全
・
安
心

に
日
々
の
暮
ら
し
を
送
る
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
消
費
生
活
の
困
り
ご
と

や
不
安
に
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
お
気
軽
に
筑
紫
野
市
消
費
生
活

セ
ン
タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

困
り
ご
と
、
不
安
に
思
っ
た
ら

す
ぐ
に
相
談
を

ストップ！　ニセ電話詐欺
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義
務
教
育
を
受
け
る
た
め
に
、

経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
困
難
と

認
め
ら
れ
る
児
童
お
よ
び
生
徒
の

保
護
者
に
対
し
、
学
用
品
費
や
給

食
費
な
ど
の
援
助
を
行
う
制
度
で

す
。

●
対
象
者

次
の
①
〜
④
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
世
帯

①
生
活
保
護
の
停
止
、
廃
止
を
受

け
て
１
年
以
内
の
世
帯

就し
�
う

学が
く

援え
ん

助じ
�

の
申し

ん

請せ
い

手て

続つ
づ

き

市
で
は
、
平
成
24
年
度
か
ら
軽

自
動
車
税
の
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
で
の
納
付
を
開
始
し
て
い
ま

す
が
、
平
成
27
年
度
か
ら
、
新
た

に
市
県
民
税
、
固
定
資
産
税
、
国

民
健
康
保
険
税
、
介
護
保
険
料
、

水
道
料
金
、
下
水
道
使
用
料
な
ど

に
つ
い
て
も
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
で
納
付
が
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。

手
数
料
は
不
要
で
、
コ
ン
ビ
ニ

エ
ン
ス
ス
ト
ア
の
営
業
時
間
内
で

あ
れ
ば
い
つ
で
も
納
付
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

な
お
、
筑
紫
野
市
指
定
の
金
融

機
関
の
窓
口
で
も
、
こ
れ
ま
で
ど

お
り
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

●
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納

付
で
き
る
市
税
や
料
金

▽
市
県
民
税(

普
通
徴
収
分)

▽
固
定
資
産
税
・
都
市
計
画
税

▽
軽
自
動
車
税

▽
国
民
健
康
保
険
税(

普
通
徴
収
分)

▽
介
護
保
険
料(

普
通
徴
収
分)

▽
水
道
料
金

▽
下
水
道
使
用
料

▽
下
水
道
受
益
者
負
担
金(

分
担
金)

４
月
か
ら
市し

税ぜ
い

等な
ど

を
コ
ン
ビ
ニ
で
納の

う

付ふ

で
き
ま
す

●
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納

付
す
る
と
き
の
注
意
点

■
納
期
限
が
過
ぎ
た
納
付
書
等
で

は
、
納
付
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

次
の
よ
う
な
納
付
書
で
は
、
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納
付
す

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

・
納
期
限
が
過
ぎ
た
も
の

・
金
額
を
訂
正
し
た
り
書
き
加
え

た
り
し
た
も
の

・
納
付
書
に
バ
ー
コ
ー
ド
の
印
字

が
な
い
も
の

・
傷
や
汚
れ
に
よ
り
バ
ー
コ
ー
ド

が
読
み
取
れ
な
い
も
の

・
金
額
が
30
万
円
を
超
え
る
も
の

■
順
番
を
間
違
え
な
い
よ
う
に
納

付
し
て
く
だ
さ
い

納
付
書
は
１
枚
ず
つ
バ
ラ
バ
ラ

の
単
票
で
送
付
し
ま
す
。
こ
れ
は
、

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
は
、

つ
づ
ら
れ
た
納
付
書
の
取
り
扱
い

を
し
て
い
な
い
か
ら
で
す
。

納
付
す
る
と
き
は
納
期
を
確
認

し
、
納
付
す
る
順
番
を
間
違
え
な

い
よ
う
に
お
願
い
し
ま
す
。

■
納
付
の
確
認
ま
で
２
〜
３
週
間

か
か
り
ま
す

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納

付
さ
れ
た
場
合
、
市
役
所
で
納
付

の
確
認
が
で
き
る
ま
で
２
〜
３
週

間
か
か
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納

付
さ
れ
て
間
も
な
い
時
期
に
納
税

証
明
書
を
申
請
さ
れ
る
場
合
は
、

「
領
収
証
書
」
を
持
参
し
、
窓
口
で

提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

●
納
付
が
で
き
る
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン

ス
ス
ト
ア

▽
エ
ブ
リ
ワ
ン

▽
Ｍ
Ｍ
Ｋ
設
置
店

▽
く
ら
し
ハ
ウ
ス

▽
コ
コ
ス
ト
ア

▽
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ト
ア

▽
サ
ー
ク
ル
Ｋ

▽
サ
ン
ク
ス

▽
ス
パ
ー(

北
海
道)

▽
ス
リ
ー
エ
イ
ト

▽
ス
リ
ー
エ
フ

▽
生
活
彩
家

▽
セ
イ
コ
ー
マ
ー
ト

▽
セ
ー
ブ
オ
ン

▽
セ
ブ
ン-

イ
レ
ブ
ン

▽
タ
イ
エ
ー

▽
デ
イ
リ
ー
ヤ
マ
ザ
キ

▽
ニ
ュ
ー
ヤ
マ
ザ
キ
デ
イ
リ
ー
ス

ト
ア

②
市
民
税
が
非
課
税
と
さ
れ
、
又
は

減
免
の
適
用
を
受
け
て
い
る
世
帯

③
児
童
扶
養
手
当
の
支
給
を
受
け

て
い
る
世
帯

④
平
成
26
年
度
市
民
税
所
得
割
額

が
、
認
定
基
準
額
以
下
の
世
帯

【
認
定
基
準
額
】

平
成
26
年
度
市
民
税
額(

所
得
割

額)

が
、

▽
15
歳
以
下
の
子
ど
も
２
人
ま
で

の
世
帯
…
　
９
万
７
２
０
０
円
以

下▽
以
降
、
子
ど
も
が
１
人
増
え
る

ご
と
に
、
調
整
額
２
万
１
３
０
０

円
を
加
算
す
る
。

●
受
付
期
間
お
よ
び
認
定
期
間

受
付
は
４
月
１
日(

水)

か
ら
随
時

行
い
ま
す
。
認
定
・
支
給
は
申
請

さ
れ
た
月(

前
住
所
地
と
の
重
複
支

給
は
あ
り
ま
せ
ん)

か
ら
平
成
28
年

３
月
31
日
ま
で
で
す
。
５
月
末
日

ま
で
に
申
請
し
た
人
は
、
４
月
分

か
ら
の
支
給
と
な
り
ま
す
。

※
６
月
１
日
以
降
に
申
請
し
た
人

は
、
平
成
27
年
度
市
民
税
所
得
割

額
に
よ
り
認
定
し
ま
す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

▽
市
内
各
小
中
学
校

▽
学
校
教
育
課

▽
ハ
セ
ガ
ワ
ス
ト
ア

▽
フ
ァ
ミ
リ
ー
マ
ー
ト

▽
ポ
プ
ラ

▽
ミ
ニ
ス
ト
ッ
プ

▽
ヤ
マ
ザ
キ
ス
ペ
シ
ャ
ル
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ョ
ッ
プ

▽
ヤ
マ
ザ
キ
デ
イ
リ
ー
ス
ト
ア
ー

▽
ロ
ー
ソ
ン

▽
ロ
ー
ソ
ン
ス
ト
ア
１
０
０

▽
ロ
ー
ソ
ン
マ
ー
ト

(

50
音
順)

●
問
い
合
わ
せ
先

▽
収
納
課
☎(

９
２
３)

１
１
１
１

▽
水
道
料
金
、
下
水
道
使
用
料
等

に
つ
い
て
は
、
上
下
水
道
料
金
総

務
課
☎(

９
２
３)

７
１
１
１
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問い合わせ先で電話番号を掲載していない課・担当などは、市役所本庁 ☎（923）1111にお願いします

7

市役所からのお知らせ
●
国
民
健
康
保
険
お
よ
び
後
期
高

齢
者
医
療
被
保
険
者
の
皆
さ
ん
へ

市
で
は
、
健
康
の
保
持
お
よ
び

増
進
の
た
め
、
皆
さ
ん
が
市
指
定

の
は
り
・
き
ゅ
う
施
術
所
で
施
術

を
受
け
る
と
き
に
、
一
定
の
助
成

を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
助
成
金
額
が
、
診
療
報
酬

改
定
の
た
め
、
平
成
27
年
４
月
１

日
か
ら
変
更
と
な
り
、
自
己
負
担

額
が
変
更
と
な
り
ま
す
。

※
助
成
を
受
け
る
た
め
に
は
、
事

前
に
市
役
所
の
窓
口
で
「
は
り
・

き
ゅ
う
受
療
証
」
の
交
付
を
う
け
、

施
術
所
で
提
示
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

●
施
術
の
範
囲

神
経
痛
・
リ
ウ
マ
チ
・
頸
腕
症

候
群
・
五
十
肩
・
腰
痛
症
・
頸
椎

捻
挫
後
遺
症
　
※
マ
ッ
サ
ー
ジ
な

ど
は
適
用
外
で
す
。

●
申
請
に
必
要
な
も
の

本
人
確
認
で
き
る
も
の(

保
険

証
・
免
許
証
・
パ
ス
ポ
ー
ト
・
住

基
カ
ー
ド
な
ど)

、
印
鑑

●
す
で
に
受
療
証
を
持
っ
て
い
る

人
は
６
月
末
ま
で
使
え
ま
す

は
り
・
き
ゅ
う
受
療
証
の
裏
面

に
記
載
し
て
い
る
協
定
料
金
と
助

成
金
額
が
変
更
に
な
り
ま
す
が
、

は
り
・
き
�
う
の
助じ

�

成せ
い

金き
ん

額が
く

が
変へ

ん

更こ
う

に
な
り
ま
す

①１術 はり・きゅうのいずれかを受療
変更前 変更後

協定料金
半額助成

自己負担額

1,220円
610円
610円

1,290円
650円
640円

●助成(変更)内容
施術一回につきの下記の金額を助成します

②２術(はり・きゅうの両方を受療)の自己負担額(760円)は
変更ありません。

●
平
成
27
年
度(

平
成
27
年
４
月
〜

28
年
３
月)

の
国
民
年
金
保
険
料

月
額
１
万
５
５
９
０
円

前
も
っ
て
ま
と
め
て
納
め
る
と

保
険
料
が
割
引
さ
れ
る
「
前
納
」

や
「
口
座
振
替
」
、
「
ク
レ
ジ
ッ
ト

納
付
」
と
い
っ
た
納
付
方
法
も
あ

り
ま
す
。
保
険
料
の
割
引
額
な
ど

詳
細
は
、
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▽
納
付
書
お
よ
び
口
座
振
替
、
ク

レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
に
つ
い
て

の
問
い
合
わ
せ
先
は

●
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル

☎

０
５
７
０(

０
５)

１
１
６
５

(

ナ
ビ
ダ
イ
ヤ
ル)

（
０
５
０
で
始
ま
る
電
話
で
か
け
る
場

合
は
☎

０
３(

６
７
０
０)

１
１
６
５
）

国こ
く

民み
ん

年ね
ん

金き
ん

の
保ほ

険け
ん

料り
�
う

が
変か

わ

り
ま
す

平
成
26
年
度
中
に
学
生
特
例
の

承
認
を
受
け
て
い
た
人
も
、
年
度

ご
と
に
毎
年
申
請
が
必
要
で
す
。

平
成
27
年
度
分(

27
年
４
月
〜
28

年
３
月)

の
申
請
は
、
４
月
か
ら
受

付
を
開
始
し
ま
す
。

●
申
請
に
必
要
な
も
の

学
生
証

ま
た
は
在
学
証
明
書
、
年
金
手
帳

ま
た
は
免
許
証
な
ど
の
身
分
証
、

印
鑑(

本
人
が
手
続
き
を
す
る
場
合)

※
前
年
の
所
得
に
よ
っ
て
は
離
職

票
な
ど
が
必
要
な
場
合
が
あ
り
ま

す
。
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

国
保

年
金
課
医
療
年
金
担
当

平
成
27
年
度
学が

く

生せ
い

納の
う

付ふ

特と
く

例れ
い

の
受う

け

付つ
け

が
始は

じ

ま
り
ま
す

平
成
27
年
度
「
手
話
奉
仕
員
養
成
講

座
」
受
講
生
募
集
を
募
集
し
ま
す

手
話
は
「
手
や
身
体
・
表
情
」

で
表
し
、
「
目
」
で
見
て
理
解
す
る

こ
と
ば
で
す
。

入
門
編
で
は
「
手
話
で
自
己
紹

介
が
で
き
、
簡
単
な
会
話
が
で
き

る
こ
と
」
、
基
礎
編
で
は
「
日
常
的

な
会
話
が
で
き
る
こ
と
」
を
目
指

手し
�

話わ

を
学ま

な

ぼ
う

手し
�

話わ

で
話は

な

そ
う

し
ま
す
。

●
期
間

▽
入
門
編

５
月
８
日
〜
７
月
14
日
　
毎
週

火
曜
日
・
金
曜
日
　
計
20
回

▽
基
礎
編

７
月
24
日
〜
12
月
18
日
　
毎
週

金
曜
日(

火
曜
日
４
回)

計
25
回

●
時
間

19
時
〜
20
時
30
分

●
場
所

カ
ミ
ー
リ
ヤ
２
階
　
視

聴
覚
室

●
対
象

市
民
、
ま
た
は
市
内
の

事
業
所
に
勤
務
し
て
い
る
15
歳
以

上
の
人(

中
学
生
は
除
く)

●
定
員

40
人

●
受
講
料

３
２
４
０
円(

テ
キ
ス

ト
代)

●
申
込
方
法

申
込
書
を
持
参
、

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
提
出
。(

申
込
書

は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。)

●
申
込
期
限

４
月
17
日(

金)

ま
で

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

生
活
福
祉
課
障
害
者
福
祉
担
当

FAX(

９
２
３)

５
２
３
０

今
持
っ
て
い
る
受
療
証
で
平
成
27

年
６
月
30
日
ま
で
使
用
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
改
め
て
申
請
す
る

必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
申
請
・
問
い
合
わ
せ
先

▽
国
民
健
康
保
険
被
保
険
者

国
保
年
金
課
国
保
担
当

▽
後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

国
保
年
金
課
医
療
年
金
担
当

04月01日本文もやい20枠2015.qxp_４月1日号・本文  2015/03/18  17:11  ページ 7
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男
女
共
同
参
画
社
会
実
現
に
向

け
た
施
策
と
施
策
の
実
施
状
況
を

調
査
・
審
議
す
る
「
筑
紫
野
市
男

女
共
同
参
画
審
議
会
」
の
委
員
を

募
集
し
ま
す
。

●
募
集
人
員

２
人

●
任
期

平
成
27
年
５
月
か
ら
２

年
間

●
応
募
資
格

・
市
内
在
住
の
18
歳
以
上
で
男
女

共
同
参
画
推
進
に
意
欲
と
関
心
が

あ
る
人

・
応
募
時
に
市
の
各
種
審
議
会
・

委
員
会
に
３
つ
以
上
在
籍
し
て
い

な
い
人

・
在
任
期
間(

２
年
間)

の
審
議
会

(
年
４
回
程
度)

会
議
に
参
加
で
き
る

人●
応
募
方
法

応
募
動
機
お
よ
び

男
女
共
同
参
画
を
進
め
る
た
め
の

考
え
を
８
０
０
字
程
度
に
ま
と
め

た
も
の
に
住
所
・
氏
名
・
性
別
・

年
齢
・
職
業
を
ご
記
入
の
上(

様
式

自
由)

、
郵
送
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル

で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

●
応
募
期
限

４
月
17
日(

金)

必
着

●
そ
の
他

委
員
の
氏
名
は
公
表

し
ま
す
が
、
そ
れ
以
外
の
個
人
情

筑ち
く

紫し

野の

市し

男だ
ん

女じ
�

共き
�
う

同ど
う

参さ
ん

画か
く

審し
ん

議ぎ

会か
い

委い

員い
ん

を
募ぼ

集し
�
う

し
ま
す

報
の
取
扱
い
に
は
十
分
留
意
し
、

他
の
目
的
に
は
使
用
し
ま
せ
ん
。

ま
た
、
提
出
書
類
は
選
考
の
た
め

の
み
使
用
し
、
返
却
し
ま
せ
ん
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

818-

0057
市
内
二
日
市
南
１-

９-

３

男
女
共
同
参
画
推
進
課(

生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
内)

☎(

９
１
８)

１
３
１
１

電
子
メ
ー
ル

d
an

jo
@

city.

ch
iku

sh
in

o
.fu

ku
o
ka.jp

よ
り
一
層
の
市
民
サ
ー
ビ
ス
向

上
の
観
点
か
ら
、
行
政
課
題
に
的

確
に
対
応
す
る
た
め
、
市
の
組
織

機
構
の
見
直
し
を
行
い
ま
し
た
。

今
回
の
見
直
し
に
つ
い
て
は
、

全
庁
的
な
公
共
施
設
の
建
築
、
営

繕
改
修
事
業
を
計
画
的
に
実
施
す

る
体
制
を
整
備
す
る
た
め
、
「
建
設

課
」
を
「
建
築
課
」
と
「
土
木
課
」

に
再
編
し
ま
す
。

な
お
、
組
織
機
構
改
編
に
伴
う

市
役
所
本
庁
舎
内
の
各
課
配
置
レ

イ
ア
ウ
ト
に
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
問
い
合
わ
せ
先

人
事
課
行
政
管
理
担
当

４
月
１
日
か
ら
市し

の
組そ

織し
き

機き

構こ
う

が
一い

ち

部ぶ

変へ
ん

更こ
う

に
な
り
ま
す

建設部 建設課 土木整備担当

建築担当

用地担当

建設部

土木課

建築課

土木整備担当

建築担当

用地担当

平
成
26
年
度

平
成
27
年
度

市役所第３別館２階

建設部長室

建設部長室

トイレ

トイレ

維
持
管
理
課

都
市
計
画
課

土
地
開
発
公
社

土
地
開
発
公
社

都
市
計
画
課

維
持
管
理
課

建
設
課

建
設
課

管
財
課

管
財
課

建
築
担
当

土
木
課

河
川
課

河
川
課

建
築
課

「
ま
ち
の
こ
と
」
を
も
っ
と
振
り

返
ろ
う
、
考
え
よ
う

私
た
ち
の
身
近
な
日
常
生
活
を

振
り
返
っ
て
み
る
と
、
ま
ち
の
行

政
や
選
挙
と
深
く
関
わ
っ
て
い
る

こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
そ

ん
な
私
た
ち
の
「
ま
ち
の
こ
と
」

に
つ
い
て
学
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？

学
習
内
容
は
学
級
の
中
で
年
間
計

画
を
立
て
て
進
め
て
い
き
ま
す
。

【
平
成
26
年
度
学
習
実
績
の
一
部
】

６
月
　
県
政
出
前
講
座
「
県
税
を
学

ぼ
う
！
」

８
月
　
「
地
域
に
お
け
る
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
構
想
に
つ
い
て
」

「
ま
ち
を
見み

つ
め
よ
う
学が

っ

級き
�
う

」

学が
っ

級き
�
う

生せ
い

募ぼ

集し
�
う

９
月
　
筑
紫
地
区
館
外
学
習
「
天

山
発
電
所
」

12
月
　
館
外
学
習
「
筑
紫
女
学
園

大
学
学
生
と
情
報
交
換
会
」

１
月
　
学
び
の
成
果
を
地
域
で
活

か
そ
う
！
「
筑
紫
野
市
の
生
涯
学

習
に
つ
い
て
」

●
開
催
日
時

５
月
〜
平
成
28
年

３
月
の
毎
月
第
３
水
曜
日
、
13
時

30
分
〜(

２
時
間
程
度)

●
主
な
開
催
場
所

生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
３
階
学
習
室
６

●
追
加
募
集
対
象

市
内
在
住
の
成
人
男
女
・
若
干
名

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と

な
り
ま
す
。

●
応
募
期
限

４
月
15
日(

水)

ま
で

●
会
費

年
間
１
０
０
０
円

●
申
込
方
法

電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
住
所
・

氏
名
・
電
話
番
号
を
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。
Ｆ
Ａ
Ｘ
の
場
合
は
「
ま

ち
を
見
つ
め
よ
う
学
級
申
し
込
み
」

と
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

▽
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

☎(

９
２
３)

１
１
１
１
／
FAX(

９
２

３)

２
０
３
９

▽
生
涯
学
習
課
推
進
担
当

☎(

９
１
８)

３
５
３
５
／
FAX(

９
２

３)

０
４
１
６
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問い合わせ先で電話番号を掲載していない課・担当などは、市役所本庁 ☎（923）1111にお願いします

市役所からのお知らせ

平
成
27
年
度
固
定
資
産
税
・
都

市
計
画
税
納
税
通
知
書
は
、
４
月

上
旬
に
送
付
し
ま
す
。

●
平
成
27
年
度
固
定
資
産
税
・
都

市
計
画
税
の
納
期
限

▽
第
１
期
　
４
月
30
日(

木)

▽
第
２
期
　
７
月
31
日(

金)

▽
第
３
期
　
９
月
30
日(

水)

▽
第
４
期
　
12
月
25
日(

金)

市
が
課
税
し
て
い
る
全
て
の
土

地
ま
た
は
家
屋
の
評
価
額
な
ど
を

記
載
し
た
縦
覧
帳
簿
を
所
有
す
る

物
件
に
応
じ
て
見
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
た
だ
し
、
償
却
資
産
に
つ

い
て
は
縦
覧
の
対
象
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。

●
縦
覧
で
き
る
人
納
税
義
務
者
本

人
ま
た
は
委
任
を
受
け
た
代
理
人

●
期
間

４
月
１
日(

水)

〜
30
日

(

木)

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
は
除
く
。

●
時
間

８
時
30
分
〜
17
時

●
場
所

税
務
課
固
定
資
産
税
担

当
窓
口

●
縦
覧
に
必
要
な
も
の

・
縦
覧
す
る
人
の
印
鑑

・
代
理
人
の
場
合
は
納
税
義
務
者

か
ら
の
委
任
状

・
法
人
の
場
合
は
法
人
登
記
で
登

録
し
た
実
印
に
よ
る
委
任
状

※
固
定
資
産
課
税
台
帳(

名
寄
帳)

の

閲
覧
に
つ
い
て
は
、
本
人
資
産
に

係
わ
る
部
分
に
限
り
常
に
閲
覧
で

き
ま
す
。

平
成
27
年
度
の
固
定
資
産
課
税

台
帳
に
登
録
さ
れ
て
い
る
評
価
な

ど
の
税
の
諸
証
明
は
、
４
月
１
日

(

水)

か
ら
発
行
し
ま
す
。

「
土と

地ち

家か

屋お
く

等な
ど

縦じ
�
う

覧ら
ん

帳ち
�
う

簿ぼ

」
の

縦じ
�
う

覧ら
ん

を
行お

こ
な

い
ま
す

納
税
義
務
者
本
人
か
ら
委
任
を

受
け
た
代
理
人
が
、
税
の
諸
証
明

を
申
請
す
る
場
合
は「
委
任
状
」

と
「
代
理
人
の
印
鑑
」
が
必
要
で

す
。
ま
た
、
納
税
義
務
者
が
法
人

の
場
合
は
、
法
人
登
記
で
登
録
し

た
実
印
に
よ
る
委
任
状
が
必
要
で

す
。

※
委
任
状
の
本
人
氏
名
に
つ
い
て

は
、
自
筆
に
て
お
願
い
し
ま
す
。

【
市
税
に
関
す
る
問
い
合
わ
せ
先
】

●
税
務
課

▽
固
定
資
産
税
担
当(

固
定
資
産

税
・
都
市
計
画
税)

▽
市
民
税
担
当(

市
民
税
・
法
人
市

民
税
・
た
ば
こ
税
・
入
湯
税
・
軽

自
動
車
税)

●
収
納
課(

市
税
全
般
の
徴
収)

代だ
い

理り

人に
ん

に
よ
る
税ぜ

い

務む

証し
�
う

明め
い

申し
ん

請せ
い

時じ

に
は
委い

任に
ん

状じ
�
う

が
必ひ

つ

要よ
う

で
す

都
市
計
画
法
の
規
定
に
基
づ
き
、

計
画
案
の
決
定
及
び
変
更
に
関
す

る
案
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

【
共
通
】

●
縦
覧
お
よ
び
意
見
書
提
出
期
間

４
月
13
日(

月)

〜
27
日(

月)

※
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く

●
縦
覧
時
間

８
時
30
分
〜
17
時

【
筑
紫
野
都
市
計
画
地
区
計
画(

阿

志
岐
地
区)

の
決
定
】

●
縦
覧
場
所

都
市
計
画
課(

市
役

所
第
３
別
館
２
階)

●
問
い
合
わ
せ
先

都
市
計
画
課

計
画
担
当
☎(

９
２
３)

１
１
１
１

【
筑
紫
野
都
市
計
画
下
水
道
の
変
更
】

●
縦
覧
場
所

上
下
水
道
工
務
課

(
Ｊ
Ｒ
二
日
市
駅
前)

●
変
更
内
容

次
の
都
市
計
画
下
水
道
を
追
加
し

ま
す
。

▽
種
類

筑
紫
野
都
市
計
画
下
水
道

▽
名
称
　
筑
紫
野
公
共
下
水
道

▽
位
置

筑
紫
野
市
大
字
阿
志
岐

の
一
部

▽
面
積

排
水
区
域
を
約
３
ヘ
ク

タ
ー
ル
追
加

●
問
い
合
わ
せ
先

上
下
水
道
工

筑ち
く

紫し

野の

市し

都と

市し

計け
い

画か
く(

案あ
ん)

の

縦じ
�
う

覧ら
ん

を
行お

こ
な

い
ま
す

務
課
下
水
道
担
当
☎(

９
２
３)

７

１
１
２

国
で
は
、
毎
年
人
口
動
態
調
査

を
「
出
生
・
死
亡
・
死
産
・
婚

姻
・
離
婚
」
の
各
届
書
を
も
と
に

実
施
し
て
い
ま
す
が
、
国
勢
調
査

の
年
に
は
、
届
書
に
「
職
業
」
の

記
入
を
お
願
い
し
て
い
ま
す
。

本
年
は
国
勢
調
査
の
年
と
な
っ

て
い
ま
す
の
で
、
各
届
出
を
す
る

際
は
「
職
業
」
を
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。

な
お
、
調
査
結
果
は
、
今
後
の

厚
生
労
働
行
政
の
基
礎
資
料
と
し

て
活
用
さ
れ
ま
す
。

●
対
象

４
月
１
日
〜
平
成
28
年

３
月
31
日
の
出
生
、
死
亡
、
死

産
、
婚
姻
、
離
婚
の
届
出

●
調
査
方
法

各
届
出
を
す
る
際

に
、
職
業(

死
亡
届
に
は
併
せ
て
産

業)

を
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
市
民
課
の
窓
口
に
「
出
生
・
死

亡
・
死
産
・
婚
姻
・
離
婚
の
届
を

す
る
人
に
お
願
い(

職
業
・
産
業
例

示
表)

」
を
備
え
付
け
て
い
ま
す
の

で
、
参
考
に
し
て
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

市
民
課

戸こ

籍せ
き

届と
ど
け

出で

の
際さ

い

に
「
職し

�
く

業ぎ
�
う

」

の
記き

入に
�
う

を
お
願ね

が

い
し
ま
す

●
応
募
資
格

▽
保
健
師
の
資
格
取
得
者

▽
地
方
公
務
員
法
第
16
条
に
該
当

し
な
い
人

▽
普
通
自
動
車
運
転
免
許
取
得
者

▽
パ
ソ
コ
ン
の
操
作
が
で
き
る
人

●
採
用
予
定
人
数

１
人

●
勤
務
内
容

保
健
師
業
務
全
般

(

健
康
相
談
・
健
康
教
育
・
家
庭
訪

問
な
ど)

●
勤
務
場
所

健
康
推
進
課(

カ
ミ

ー
リ
ヤ
内)

●
勤
務
時
間

月
〜
金
曜
日
の
８

時
30
分
〜
17
時

●
任
用
期
間

平
成
27
年
６
月
１

日
〜
平
成
28
年
３
月
31
日

●
報
酬

月
額
20
万
１
８
０
０
円

●
提
出
書
類

公
募
申
込
書
と
保

健
師
免
許
証
の
写
し

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
818-

0013
市
内
岡
田
３-

11-

１

健
康
推
進
課
健
康
推
進
担
当

☎(

９
２
０)

８
６
１
１

嘱し
�
く

託た
く

職し
�
く

員い
ん(

保ほ

健け
ん

師し)

を
募ぼ

集し
�
う

し
ま
す
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浄じ
�
う

化か

槽そ
う

設せ
っ

置ち

費ひ

用よ
う

の
一い

ち

部ぶ

を

補ほ

助じ
�

し
ま
す

生
活
排
水(

台
所
・
洗
濯
機
・
風

呂
場
な
ど
か
ら
排
出
さ
れ
る
水)

に

よ
る
水
質
汚
濁
を
防
止
す
る
た
め
、

浄
化
槽
設
置
費
用
の
一
部
を
補
助

し
ま
す
。

●
補
助
対
象

専
用
住
宅
に
合
併
処
理
浄
化
槽

を
設
置
し
よ
う
と
す
る(

単
独
処
理

浄
化
槽(

し
尿
の
み
処
理)
か
ら
合
併

処
理
浄
化
槽(

し
尿
と
雑
排
水
を
処

理
）
へ
の
切
替
え
を
含
む)

人
。

た
だ
し
、
次
の
区
域
へ
の
設
置

を
除
き
ま
す
。

○
公
共
下
水
道
の
認
可
区
域

○
地
域
し
尿
処
理
施
設
の
処
理
区
域

○
大
型
合
併
処
理
浄
化
槽
の
処
理

区
域

○
農
業
集
落
排
水
施
設
処
理
区
域

●
補
助
金
額

【
人
槽
区
分
・
補
助
限
度
額
】

▽
５
人
槽
・
33
万
２
０
０
０
円
�

▽
６
〜
７
人
槽
・
41
万
４
０
０
０
円

▽
８
〜
10
人
槽
・
54
万
８
０
０
０
円

ク
リ
ー
ン
ヒ
ル
宝ほ

う

満ま
ん

リ
ユ
ー
ス
家か

具ぐ

の
即そ

く

売ば
い

会か
い

ク
リ
ー
ン
ヒ
ル
宝
満
に
持
ち
込

ま
れ
た
家
具
類
で
、
再
利
用
で
き

る
よ
う
に
修
理
し
た
も
の
を
展

示
・
販
売
し
ま
す
。

●
購
入
対
象
者

市
内
在
住
の
人

●
販
売
品
目

家
具
類
・
約
１
０

０
点
　
※
一
世
帯
に
つ
き
２
点
ま

で
購
入
で
き
ま
す
。

●
販
売
日
時

４
月
21
日(

火)

、
９

時
〜
16
時(

12
時
〜
13
時
は
昼
休
み)

●
販
売
価
格

１
点
２
０
０
０
円

生
垣
を
新
た
に
設
置
す
る
人
に
、

補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

●
対
象
と
な
る
生
垣

生
垣
の
長

生い
け

垣が
き

推す
い

進し
ん

協き
�
う

力り
�
く

補ほ

助じ
�

金き
ん

を
交こ

う

付ふ

し
ま
す

市
で
は
、
保
健
衛
生
や
火
災
対

策
な
ど
住
民
福
祉
の
向
上
と
安
全

で
安
心
し
て
使
用
で
き
る
飲
料
水

の
確
保
を
目
指
し
、
水
道
水
の
供

給
に
努
め
て
い
ま
す
。

水
道
水
の
供
給
は
昭
和
35
年
か

ら
始
ま
り
、
行
政
区
人
口
に
対
す

る
普
及
率
は
81
・
81
％
と
な
っ
て

い
ま
す
。
水
道
水
は
、
水
道
法
な

ど
に
よ
り
き
め
細
か
な
水
質
基
準

が
定
め
ら
れ
、
市
に
お
い
て
も
定

期
的
に
水
質
検
査
を
行
う
安
全
で

安
心
な
も
の
で
す
。

給
水
区
域
内
に
お
い
て
、
ま
だ

水
道
水
を
利
用
し
て
い
な
い
場
合

は
、
利
用
の
検
討
を
お
願
い
し
ま

す
。水

道
水
を
利
用
す
る
場
合
は
、

市
指
定
給
水
装
置
工
事
事
業
者
へ

申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。
申
請
か

ら
施
工
ま
で
を
行
い
、
工
事
完
了

後
、
市
が
検
査
し
ま
す
。

水
道
水
を
利
用
す
る
際
は
、
工

事
費
の
ほ
か
に
加
入
金
や
手
数
料

が
必
要
で
す
。(

井
戸
か
ら
水
道
水

利
用
へ
の
切
り
替
え
に
つ
い
て
は
、

加
入
金
の
減
免
規
定
が
あ
り
ま
す)

詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を

確
認
す
る
か
、
問
い
合
わ
せ
く
だ

安あ
ん

全ぜ
ん

で
安あ

ん

心し
ん

な
水み

ず

の
利り

用よ
う

を

さ
い
。
　

●
問
い
合
わ
せ
先

上
下
水
道
工
務
課
給
排
水
担
当

☎(

９
２
３)

７
１
７
２

●
申
請
期
間

４
月
１
日(

水)

〜
12
月
28
日(

月)

▽
設
置
や
維
持
管
理
に
関
す
る
問

い
合
わ
せ
先

筑
紫
保
健
福
祉
環
境
事
務
所
地

域
環
境
課
☎(

５
１
３)

５
６
１
１

▽
補
助
金
申
請
に
関
す
る
問
い
合

わ
せ
先

市
環
境
課
☎(

９
２
３)

１
１
１
１

以
内

●
購
入
方
法

①
希
望
の
品
の
値
札
を
取
り
、
ク

リ
ー
ン
ヒ
ル
宝
満
管
理
棟
で
申
込

書
を
受
け
取
り
、
記
入
し
て
く
だ

さ
い
。

②
代
金
を
支
払
い
、
そ
の
場
で
持

ち
帰
り
く
だ
さ
い
。

※
配
送
は
し
ま
せ
ん
。
当
日
持
ち

帰
り
が
で
き
な
い
場
合
は
、
４
月

30
日
ま
で
に
引
き
取
り
に
来
て
く

だ
さ
い
。(

土
・
日
曜
日
、
祝
日
休

み)※
一
部
の
リ
ユ
ー
ス
家
具
の
写
真

を
ク
リ
ー
ン
ヒ
ル
宝
満
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
４
月
１
日
か
ら
掲
載
し

ま
す
。

(h
ttp

://h
o
u
m

an
.saku

ra.n
e.jp

)

現
地
で
の
下
見
は
で
き
ま
せ
ん
。

▽
販
売
会
場
・
販
売
に
関
す
る
問

い
合
わ
せ
先

ク
リ
ー
ン
ヒ
ル
宝
満(

市
内
大
字

原
田
１
３
８
９
番
地)

☎(

９
２
６)

５
３
０
０

▽
そ
の
他
問
い
合
わ
せ
先

市
環
境
課
☎(

９
２
３)

１
１
１
１

さ
３
ｍ
以
上(

１
ｍ
に
つ
き
２
本
以

上
列
植
・
樹
木
の
高
さ
１
ｍ
以
上)

●
対
象
者

市
内
に
住
宅
用
地
を

所
有
し
、
新
た
に
生
垣
を
設
置
す

る
人

※
過
去
に
交
付
を
受
け
た
人
や
生

垣
の
や
り
直
し
、
補
修
な
ど
は
対

象
外
。

※
生
垣
の
設
置
場
所
な
ど
に
は
基

準
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
生
垣
の
長
さ
・
補
助
金
額

▽
３
ｍ
以
上
４
ｍ
未
満
・
２
万
円

▽
４
ｍ
以
上
、
３
ｍ
か
ら
１
ｍ
増

す
ご
と
に
２
千
円
を
加
算(

上
限
５

万
円)

※
生
垣
を
設
置
す
る
前
に
市
へ
の

申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

●
受
付
開
始
日

４
月
１
日
〜

●
注
意
事
項

▽
生
垣
設
置
後
、
職
員
が
確
認
し

補
助
金
の
額
を
確
定
し
ま
す
。

▽
補
助
金
の
交
付
を
受
け
た
場
合

は
、
遵
守
事
項
が
あ
り
ま
す
。

▽
予
算
の
範
囲
で
の
交
付
と
な
り

ま
す
。

他
に
も
交
付
要
件
が
あ
り
ま
す
。

詳
し
い
内
容
、
申
請
様
式
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
確
認
ま
た
は
担

当
ま
で
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
先

都
市
計
画
課
土
地
利
用
担
当
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問い合わせ先で電話番号を掲載していない課・担当などは、市役所本庁 ☎（923）1111にお願いします

平
成
27
年
１
月
27
日
、
国
か
ら

新
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン(

認
知
症
施
策

推
進
総
合
戦
略)

が
発
表
さ
れ
ま
し

た
。
こ
の
発
表
に
含
ま
れ
て
い
る

次
の
内
容
を
受
け
て
、
第
48
回
の

つ
ど
い
を
開
催
し
ま
す
。
誰
で
も

自
由
に
参
加
で
き
ま
す
。(

参
加
無

料
、
申
込
不
要)

○
高
齢
化
の
進
展
に
伴
い
、
認
知
症

患
者
は
２
０
２
５
年
に
約
７
０
０

万
人
に
増
加
、
65
歳
以
上
の
約

５
人
に
１
人
の
割
合
と
な
る
。

○
認
知
症
の
人
を
単
に
支
え
ら
れ

る
側
と
考
え
る
の
で
は
な
く
、

認
知
症
と
と
も
に
よ
り
よ
く
生

き
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
よ
う

な
環
境
整
備
が
必
要
と
な
る
。

○
認
知
症
の
人
の
意
思
が
尊
重
さ

れ
、
で
き
る
限
り
住
み
慣
れ
た

地
域
の
よ
い
環
境
で
、
自
分
ら

し
く
暮
ら
し
続
け
る
こ
と
が
で

き
る
社
会
の
実
現
を
目
指
す
。

●
日
時

５
月
12
日(

火)

、
13
時
30

分
〜
15
時
30
分

●
場
所

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

３
階
　
視
聴
覚
室

●
テ
ー
マ
・
講
師

「
ど
う
し
た
ら

い
い
の
　
認
知
症
！
」
白
木
潤
子

さ
ん(

認
知
症
上
級
ケ
ア
専
門
士)

●
問
い
合
わ
せ
先
高
齢
者
支
援
課

高
齢
者
の
総
合
相
談
窓
口
と
し

て
設
置
し
て
い
る
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
の
担
当
行
政
区
を
一
部

変
更
し
ま
す
。

●
変
更
地
域

針
摺
区

●
変
更
前

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

「
ア
シ
ス
ト
桜
台
」

●
変
更
後

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

「
天
拝
の
園
」

●
変
更
時
期

平
成
27
年
４
月
１
日

●
問
い
合
わ
せ
先

高
齢
者
支
援

課
高
齢
者
福
祉
担
当

市役所からのお知らせ

市し

民み
ん

協き
�
う

働ど
う

モ
デ
ル
事じ

業ぎ
�
う

第
48
回
介か

い

護ご

者し
�

の
つ
ど
い

筑
紫
野
市
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
推
進
事
業

第
19
回
宝ほ

う

満ま
ん

つ
ば
き

マ
ラ
ソ
ン
大た

い

会か
い

針は
り

摺す
り

区く

担た
ん

当と
う

の
地ち

域い
き

包ほ
う

括か
つ

支し

援え
ん

セ
ン
タ
ー
が
変か

わ
り
ま
す

4 月から針摺区担当の
地域包括支援センターが変わります

4月から　天拝の園 3月まで　アシスト桜台

●
日
時

５
月
10
日(

日)

、
９
時
開

会
　
小
雨
決
行

●
会
場
筑
紫
運
動
広
場(

市
内
諸
田

１
７
２
　
農
業
者
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
ー
横)

●
種
目

①
６
０
０
ｍ(

小
学
生
１
〜
３
年
生)

②
８
０
０
ｍ(

小
学
生
４
〜
６
年
生) 

③
１
５
０
０
ｍ(

中
学
生
を
含
む
一

般
男
子
の
部
、
一
般
女
子
の
部)

④
小
学
生
チ
ー
ム
対
抗
リ
レ
ー
、

10
分
の
１
マ
ラ
ソ
ン

４
・
２
１
９
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を

21
走
者
で
バ
ト
ン
リ
レ
ー

１
チ
ー
ム
10
〜
21
人
で
編
成
し
、

同
じ
人
が
３
回
ま
で
走
っ
て
よ
い
。

⑤
中
学
校
対
抗
リ
レ
ー
、
10
分
の

１
マ
ラ
ソ
ン

４
・
２
１
９
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を

21
走
者
で
バ
ト
ン
リ
レ
ー

１
チ
ー
ム
３
人
〜
21
人
で
編
成
し
、

同
じ
人
が
10
回
ま
で
走
っ
て
よ
い
。

⑥
４
２
０
人
リ
レ
ー
、
フ
ル
マ
ラ

ソ
ン
世
界
記
録
に
挑
戦
！
　
　
　

42
・
１
９
５
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
を
４

２
０
人
で
バ
ト
ン
リ
レ
ー
　

●
参
加
資
格

市
民
お
よ
び
市
内
通

勤
・
通
学
し
て
い
る
人

●
表
彰

①
６
０
０
ｍ
と
②
８
０
０
ｍ
は

10
位
ま
で
、
そ
の
他
は
６
位
ま
で

●
参
加
料

無
料

●
申
込
方
法

・
種
目
①
〜
⑤
は
、
４
月
１
日(

水)

〜
４
月
24
日(

金)

の
期
間
に
申
し

込
ん
で
く
だ
さ
い
。
⑥
４
２
０

人
リ
レ
ー
は
当
日
受
付
で
す
。

・
申
込
書
は
、
市
役
所
、
各
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
生
涯
学

習
セ
ン
タ
ー
、
カ
ミ
ー
リ
ヤ
、

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
、
農
業
者

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
ー
に
置

い
て
い
ま
す
。

・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(

「
筑
紫
野
市
体

育
協
会
」
で
検
索)

か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

●
そ
の
他

バ
ザ
ー
コ
ー
ナ
ー(

有

料)

う
ど
ん
、
お
に
ぎ
り
、
ジ
ュ
ー

ス
、
か
き
氷
が
あ
り
ま
す
。

閉
会
式
で
は
、
お
楽
し
み
抽
選

会
が
あ
り
ま
す
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
818-

0065

市
内
大
字
諸
田
１
６
９

筑
紫
野
市
体
育
協
会(

勤
労
青
少

年
ホ
ー
ム
内)

☎(

９
２
５)

４
８
０
１

FAX(

９
２
２)

７
５
９
３
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「
生
き
て
、
生
き
ぬ
い
て
」

そ
の
だ
ひ
さ
こ

今
年
も
１
月
24
日
、
筑
紫
地
区

人
権
・
同
和
教
育
研
究
大
会
が
春

日
市
に
あ
る
福
岡
県
人
権
啓
発
情

報
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
た
。
筑
紫

野
市
同
和
教
育
研
究
会
の
市
民
部

会
会
員
で
あ
る
私
も
参
加
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
。
メ
デ
ィ
ア
と
人
権
、

子
ど
も
の
貧
困
、
平
和
教
育
、
「
し
ょ

う
が
い
」
児
・
者
問
題
、
部
落
史

学
習
、
反
差
別
の
社
会
づ
く
り

(

企
業
の
取
り
組
み)
な
ど
、
さ
ま
ざ

ま
な
テ
ー
マ
の
分
科
会
が
あ
り
、

ど
れ
も
学
び
た
い
こ
と
ば
か
り
だ
っ

た
が
、
「
い
ま
、
わ
た
し
た
ち
に
で

き
る
こ
と
は
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル

の
部
落
問
題
を
学
ぶ
分
科
会
に
参

加
し
た
。
こ
の
分
科
会
は
「
差
別

の
た
め
に
教
育
を
受
け
ら
れ
な
か
っ

た
人
た
ち
」
が
、
奪
わ
れ
た
文
字

を
取
り
戻
そ
う
と
「
あ
い
う
え

お
」
か
ら
文
字
を
学
ぶ
「
識
字
学

級
」
を
立
ち
上
げ
、
「
子
や
孫
に

は
同
じ
思
い
を
さ
せ
た
く
な
い
」

と
い
う
切
実
な
願
い
か
ら
保
育
所

建
設
な
ど
を
実
現
し
て
い
っ
た
運

動
に
つ
い
て
の
報
告
だ
っ
た
。
そ

の
報
告
は
差
別
と
貧
困
が
手
を
た

ず
さ
え
て
押
し
寄
せ
て
く
る
「
む

ら(

被
差
別
部
落
の
こ
と)

」
の
生
活

の
中
で
「
仕
事
よ
こ
せ
運
動
」
を

起
こ
し
、
そ
れ
を
「
文
字
よ
こ
せ

運
動
」
、
文
字
を
奪
い
返
す
「
識
字

運
動
」
へ
と
つ
な
ぐ
こ
と
に
丸
ご

と
生
涯
を
か
け
た
Ａ
さ
ん
の
半
生

を
つ
づ
る
映
像
と
ナ
レ
ー
シ
ョ
ン

で
発
表
さ
れ
た
。

初
め
て
鉛
筆
を
握
り
し
め
震
え

る
手
に
力
が
入
り
、
紙
が
破
れ
…
。

消
し
て
は
書
き
、
書
い
て
は
消
し
…

文
字
が
書
け
ず
し
て
涙
あ
ふ
る
る
。

消
し
て
し
ま
い
た
い
の
は
差
別
に

泣
い
た
日
々
。
文
字
を
奪
い
返
す

と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
、
人
が
人

ら
し
く
生
き
る
と
は
ど
う
い
う
こ

と
か
…
文
字
を
奪
わ
れ
差
別
に
さ

ら
さ
れ
た
映
像
と
と
も
に
た
た
み

か
け
て
く
る
そ
の
問
い
に
胸
が
熱

く
な
る
大
切
な
時
間
だ
っ
た
。

「
理
屈
だ
け
で
差
別
が
見
え
る
は

ず
な
ど
な
い
。
」「
被
差
別
の
実
態
に

こ
そ
学
ん
で
ほ
し
い
。
」
「
子
ど
も

の
心
の
傷
が
見
え
る
先
生
に
な
っ

て
ほ
し
い
。
」と
厳
し
く
訴
え
続
け

た
Ａ
さ
ん
は
ま
た
、
い
つ
も
人
の

た
め
に
涙
し
て
く
れ
る
温
か
い
人

だ
っ
た
。
「
生
き
て
、
生
き
ぬ
い

て
」
周
り
の
人
を
励
ま
し
続
け

た
、
心
や
さ
し
く
不
屈
の
人
、
Ａ

さ
ん
。
お
会
い
し
た
か
っ
た
。

一
見
自
在
に
文
字
や
言
葉
を
書

き
、
使
っ
て
い
る
か
の
よ
う
な
私

た
ち
の
日
常
。
自
分
の
つ
づ
る
字

に
感
動
は
あ
る
の
か
、
口
か
ら
も

れ
出
て
い
る
言
葉
が
人
の
心
に
届

い
て
い
る
の
か
…
貧
相
な
自
分
を

思
う
。
人
を
育
て
る
教
育
に
た
ず

さ
わ
っ
て
い
る
私
も
か
つ
て
、
言

葉
が
な
い
、
言
葉
が
ほ
し
い
と
苦

し
ん
で
き
た
。
言
葉
は
も
ど
か
し

く
、
表
現
し
て
し
ま
う
と
自
分
の

痛
み
を
少
し
も
伝
え
は
し
な
か
っ

た
。今

は
、
生
き
た
言
葉
を
も
つ

方
々
に
出
会
い
、
出
会
い
続
け
た

い
と
思
い
、
豊
か
な
言
葉
が
ほ
し

い
と
思
う
。

●
問
い
合
わ
せ
先

教
務
課
人
権
・
同
和
教
育
担
当

４月から自
じ

立
りつ

支
し

援
えん

制
せい

度
ど

による
「困

こま

りごと相
そう

談
だん

」が始
はじ

まります

ひとりで悩まないで、暮らしの中の困り
ごとをご相談ください。

例えば…
● 生活費に関する相談
● 就労に関する相談
● 住居の相談
● 福祉の相談　など

相談は無料です。
経験豊かな支援員が、困りごとの問題解

決に向けて、一緒に考え解決策を探します。
個人の情報・秘密は守ります。

●受付時間 市役所開庁日８時30分〜17時
●場所・問い合わせ先

市役所第２別館１階
困りごと相談窓口

生活費に関する相談

高齢者・障害者

福祉の相談

生活全般の相談

生活が苦しい

年金収入で生活は
できているけど
引き込もりの子ども
のことが心配

なかなか仕事が
見つからない…

生活が不安だけど
どこに相談したら
いいのかな…

税金、家賃など
滞納している…

解決に向けて一緒に考えていきます。

「困りごと相談窓口」に
ご相談ください

04月01日本文もやい20枠2015.qxp_４月1日号・本文  2015/03/18  17:11  ページ 12
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問い合わせ先で電話番号を掲載していない課・担当などは、市役所本庁 ☎（923）1111にお願いします

●４月の休館日

４月６日(月)・13日(月)・20日(月)・22日(水)・27日(月)

●移動図書館車つくしんぼ号巡回表

感染症の世界史

石 弘之／著
(洋泉社)

近年、日本でも人気のある国、フィンラ
ンド。スカンジナビア半島の東側にあり、
面積は日本より少し小さく、その国土の
70％が森で覆われています。作家でイラ
ストレーターのトーヴェ・ヤンソンが作り
だしたムーミン、服飾雑貨のブランド、マ
リメッコ。アラビアやイッタラの食器など
も、フィンランドから生まれたものです。

この本は、ガイドブックだけでは分から
ない、フィンランドの暮らしのことが書か
れています。家族の拠点となる家やインテ
リアのこだわり、フィンランドの食材を使
った料理、大切にしている伝統。四季折々
の森や自然との向き合い方などが、たくさ
んの美しい写真と共に紹介されています。

ページをめくると、フィンランドで生活しているような気分にな
る1冊です。

新着案内　今月のおすすめ新刊その他の新刊

ふだん着の
フィンランド
モニカ・ルーッコネン/著
(グラフィック社)

日本人の値段

谷崎 光／著
(小学館)

白の迷路

ジェイムズ・トンプ
ソン／著(集英社)

食べられる
深海魚
ガイドブック

落合 芳博／監修
(自由国民社)

おばあちゃんの
家わたしの家

たかい ひろこ／著
(ポプラ社)

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
・
ち
く
し
の

第
１
期
　
会か

い

員い
ん

登と
う

録ろ
く

説せ
つ

明め
い

会か
い

と
学が

く

習し
�
う

会か
い

「
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
ち
く
し
の
」

は
、
子
ど
も
の
預
か
り
や
、
保
育
所
・
児
童
ク
ラ
ブ
、

習
い
事
な
ど
の
送
迎
な
ど
、
会
員
の
子
育
て
を
地
域
の

中
で
助
け
合
う
、
子
育
て
支
援
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

▽
「
子
育
て
の
手
助
け
を
し
て
ほ
し
い
！
」

「
お
ね
が
い
会
員
」登
録
希
望
の
人
は
①
の
会
員
登
録

説
明
会
と
学
習
会
を
１
回
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
「
子
育
て
の
手
助
け
を
し
た
い
！
」

「
ま
か
せ
て
会
員
」
登
録
希
望
の
人
は
①
〜
⑤
の
全
て

を
受
講
し
て
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
ち
く
し
の

☎

・
FAX(

９
２
１)

１
３
９
６

時間

23（木）

24（金）

21（火）

14（火）

15（水）

16（木）

29（水）

30（木）

17（金）

22（水）

9（木）

10（金）

7（火）

1（水）

2（木）

3（金）

8（水）

　

　

28（火）

9：30～10：10 10：30～11：10 13：30～14：10 14：30～15：10 15：30～16：104月
大 石
公 民 館

柚 須 原
公 民 館

ちくし台団地
公民館分室

美しが丘北
公 民 館

原 田
小 学 校

山家 1 区
公 民 館

山家 2 区
公 民 館

阿 志 岐
小 学 校

葉 光 ヶ 丘
パピリオン葉光

都 坂
集 会 所

　 隈 　
公 民 館

光 が 丘
公 民 館

天 拝 坂
公 民 館

北 杉 塚
公 民 館

山 口
小 学 校

平 等 寺
公 民 館

むさしヶ丘
公 民 館

山 家
小 学 校

岡 田
隣 保 館

美 咲
隣 保 館

山 家
コミュニティ

下 見
公 民 館

京 町
児童センター

桜 台
公 民 館

筑 紫
コミュニティ

馬 市
公 民 館

西 小 田
公 民 館

吉 木
小 学 校

みかさ台
公 民 館 点検整理

東 吉 木
公 民 館

宮の森団地
第 2 公 園

美しが丘南
公 民 館

筑 紫 南
コミュニティ

筑 紫 東
小 学 校

上阿志岐西
公 民 館

牛 島 公園 筑 紫
小 学 校

筑紫駅前通
公 民 館

永 岡
隣 保 館

　 　

●問い合わせ先
   市民図書館
   ☎(928)4343

日時 内容 場所

①

②

４月12日(日)、

10時30分～12時30分

・会員登録説明会

 添田 譲二さん

立川 結有子さん

・「こどもは未来人」
学習

室５

③
４月24日(金)、９時

・幼児安全法「ケガの

手当てと心肺蘇生」

日赤安全教室

軽運

動室

④
５月28日(木)、 ・「絵本と遊び」 軽運

動室

⑤
６月17日(水)、

・「簡単、ヘルシー朝

ごはんメニュー」実習

※要参加費、材料

調理

室

●学習会の日時・内容・会場 (場所は全て生涯学習センター)

９時30分～12時30分

９時30分～12時30分

10時～12時

10時～12時
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業
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事催主家の然自岩竜
所

家家の然然自自岩岩竜竜問 5

♪

ー

ねて来
にび遊てっ持
を筒水と当弁お

タクラャキトッコスマ家の然自岩竜

帽
！

帽
にずれ忘

もルオタ、子帽

門衛左ンゴ岩竜！すま
ーナーコ察

験体きつちも・験
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)1-373原須柚

時6
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後

業

)

事催

習学
分03時

。す
識知山
▼記下は

「房工楽音、artsehcrodniwse'Z演出
場広動運家の然自岩竜所場

時41～時21)日(日91月4時日
すまい行をトーサンコ外野で岩竜の緑新
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然
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きで
員定・象対◆
岩竜所場◆
月4時日◆
ーポスーュニ
利で家の然自

自岩竜問

)日(日01月5日切締込申◆
】すましい願おに間の

時71～時9く除を)日曜水週毎(日所休
はせわ合い問、み込し申【。いさだくみ込
し申で話電はたま口窓家の然自岩竜法方込申◆

料無費加参◆
人03・人るすとうよめ始を山登らかれこ
、りあが信自に力体、で上以歳54員定定員・象対◆

者導指岳山会協岳山本日師講◆
。すまり登に)ルトーメ256(山地根大
、後習学を」本基の山登「で家の然自岩竜容内◆

岩竜、はせわ合合わい問、み込し申のていつに業事の内ジーペ41のこ

  　   　　　　　　  　　 　 

　　　　　　　         
 　

   　 

 　 　
　
　
　 　    
　 　
　 　
　　　　　
　 　

  

   　 

 　 　

 
　 　    
　 　
　　　　　
　 　
　 　 　
　　　　　
　 　
　 　
　　　　　
　　　　　
　　　　　
　 　

 

　

   

　

　 　  
　 　  

　
　 　

　　　　　
　　　　　　
　　　　　 　
　　　　　 　
　　　　　　

　

　 　    
　 　    
　 　   

　  　

 

    

    

主

方

家の然自岩竜

電はたま口窓家の然自岩竜
人02・人るき

テンラボで家の然自岩竜員
家の然自岩

時21～時01)日(日21月
を等法方導指の等作工、ツー
で動活に全安くし楽が者用利
み込し申(5543)129(☎家の

129(☎。でま家の然自 問
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)すまし付交を金助補の円万01高最(
ういと」！いたしく強をりがなつの
、」！いたて育で域地はもど子の域地「「地

(員役の内域地に中の員成構②
歳02の住在)上以組組以隣隣組(内域地①
同賛に的目の業事のこ体団象対◆

  　 　　　　　　　　　　　　　 　　　　 　   

　

　
　
　

　  
　

　　

　　 　

     　

　  
 
 
 
 
 
 
　 

      
　
  
 
  
 
 

　　   

　

　

 　    　

  

 　  
 

　
　　 　
　　　　　　　　　  
　　 　

　

 

業事成育年少青

。すまいてし援応は市野紫筑を域地るあのい思
域地てしに核をもど子「、」！いたせさにちたもど子を験体なんこ「

)
。いさだく絡連ごでま当担年少青・進推習学

とこむ含を)む含長組隣
成構で上以人5人成の上以歳

会員委行実たれさ織組にた新にめたるす施実を業事、し同

1881 日 (月 )
。

どな培栽モイマツサ、りどみかつの魚
☆

いさだく話電おに軽気もでとこ
)月(日

が
♪
が

たしまきで
がが芋おいしいお

)表代(5353)819(☎当担年少青・進推課習学涯生問

  　 　　　　　　　　　　　　　 　　　　 　   

　

　
　
　

　  
　

　　

　　 　

     　

　  
 
 
 
 
 
 
　 

      
　
  
 
  
 
 

　　   

　

　

 　    　

  

 　  
 

　
　　 　
　　　　　　　　　  
　　 　

　

 

(

間期募応◆

学涯生課習学涯生法方み込し申◆
(員役の内域地、に中の員成構②

４４月月1331 日 (月 )～～)月(日 ５５月月
な

、宿合寝ろご館民公、鼓太、習学史歴
☆例事たれま組り取でーャジンレGB☆

んど※

  　 　　　　　　　　　　　　　 　　　　 　   

　

　
　
　

　  
　

　　

　　 　

     　

　  
 
 
 
 
 
 
　 

      
　
  
 
  
 
 

　　   

　

　

 　    　

  

 　  
 

　
　　 　
　　　　　　　　　  
　　 　

　

 

習学
飢施大▲

  　 　　　　　　　　　　　　　 　　　　 　   

　

　
　
　

　  
　

　　

　　 　

     　

　  
 
 
 
 
 
 
　 

      
　
  
 
  
 
 

　　   

　

　

 　    　

  

 　  
 

　
　　 　
　　　　　　　　　  
　　 　

　

 

り作うろ灯と
の史歴で備準の鬼飢

活
魚▲

  　 　　　　　　　　　　　　　 　　　　 　   

　

　
　
　

　  
　

　　

　　 　

     　

　  
 
 
 
 
 
 
　 

      
　
  
 
  
 
 

　　   

　

　

 　    　

  

 　  
 

　
　　 　
　　　　　　　　　  
　　 　

　

 

りくづ輪の域地と化性活
の感五でり取みかつの魚

  　 　　　　　　　　　　　　　 　　　　 　   

　

　
　
　

　  
　

　　

　　 　

     　

　  
 
 
 
 
 
 
　 

      
　
  
 
  
 
 

　　   

　

　

 　    　

  

 　  
 

　
　　 　
　　　　　　　　　  
　　 　

　

 

験体を祭穫収、穫収、理管
付え植、で培栽モイマツサ▲

  　 　　　　　　　　　　　　　 　　　　 　   

　

　
　
　

　  
　

　　

　　 　

     　

　  
 
 
 
 
 
 
　 

      
　
  
 
  
 
 

　　   

　

　

 　    　

  

 　  
 

　
　　 　
　　　　　　　　　  
　　 　

　

 

験
、け付

。すまいてし
。すまいて

。すま
」のしくち

」のしくち

らちこはジ
」のし

ンォフレテグン

  　 　　　　　　　　　　　　　 　　　　 　   

　

　
　
　

　  
　

　　

　　 　

     　

　  
 
 
 
 
 
 
　 

      
　
  
 
  
 
 

　　   

　

　

 　    　

  

 　  
 

　
　　 　
　　　　　　　　　  
　　 　

　

 

ィ

行

テニュミコ各ータンセ習学涯生※
。すまいてし載掲を報情

習学のルクーサるいてし用利を設施各
かほ座講催主の市るいてれわ行で設施
ィテニュミコ各、座講催主課習学涯生
。たしまし行発を」号号」報号情習学「「学いやも

紙報情習学涯生版度年72成平
行発発発行発行号号報報情情習習学学いいややもも版版度度年年年度年度7722成成平平平成平成

  　 　　　　　　　　　　　　　 　　　　 　   

　

　
　
　

　  
　

　　

　　 　

     　

　  
 
 
 
 
 
 
　 

      
　
  
 
  
 
 

　　   

　

　

 　    　

  

 　  
 

　
　　 　
　　　　　　　　　  
　　 　

　

 

行行

】後後】変【

】前更変変【変
日設開○
の庭家や校学
で市野紫筑筑紫
1月4
話電電話年年電少少青青少「

  　 　　　　　　　　　　　　　 　　　　 　   

　

　
　
　

　  
　

　　

　　 　

     　

　  
 
 
 
 
 
 
　 

      
　
  
 
  
 
 

　　   

　

　

 　    　

  

 　  
 

　
　　 　
　　　　　　　　　  
　　 　

　

 

すまめじはを談相ル

土・金・木・水・火・月】
⇩

金・木・火・月】
すまえ増が

し応対に談相とごり困ので中の
け設を室談談室相話話相電電話の年少青青少はで

りわ変くすやし談相相談りよ日
ちンォフレテグンヤ室談談室相話話相

ちンォフレテグンヤ「室談相談話話相

。へムーォフ用専付
らかジーペ」のしくち
レテグンヤ「室談相

のジーペムーホ市

ーペ
くち
ンヤ「

  　 　　　　　　　　　　　　　 　　　　 　   

　

　
　
　

　  
　

　　

　　 　

     　

　  
 
 
 
 
 
 
　 

      
　
  
 
  
 
 

　　   

　

　

 　    　

  

 　  
 

　
　　 　
　　　　　　　　　  
　　 　

　

 

布 まし

を

の

シ

内市どなータンセ習学涯生、かほ
布配時同と号1/4」のしくち報広「※

。すまいてし画計を
を座講な彩多、かほ楽音、語国外、理料

、ンコソパ、史歴、も度年72成平
シララチチ座座講講講座講座化化化講化講文文文化文化ののししくくちち期期前前度度年年年度年度7722成成平平平成平成

布配で設施共公の内市、かほータンセ
ィテニュミコ各、ータンセ習学涯生※

  　 　　　　　　　　　　　　　 　　　　 　   

　

　
　
　

　  
　

　　

　　 　

     　

　  
 
 
 
 
 
 
　 

      
　
  
 
  
 
 

　　   

　

　

 　    　

  

 　  
 

　
　　 　
　　　　　　　　　  
　　 　

　

 

。すま

行行発発発行発行シシ
ルーメ○

】後後】更変変【

話話相電年少少年青

付受談相
ちンォフ
相年少青
市野紫筑
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3777)329(290☎

  　 　　　　　　　　　　　　　 　　　　 　   

　

　
　
　

　  
　

　　

　　 　

     　

　  
 
 
 
 
 
 
　 

      
　
  
 
  
 
 

　　   

　

　

 　    　

  

 　  
 

　
　　 　
　　　　　　　　　  
　　 　

　

 )く除始始除年末

04月01日本文もやい20枠2015.qxp_４月1日号・本文  2015/03/18  17:11  ページ 15



CHIKUSHINO CITY 2015.4.1

子�

育�
�

て
の
ひ
ろ
ば

No.221生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
よ
う
！

新
学
期
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
新
し
い
環
境
に
早

く
慣
れ
る
た
め
に
も
、
生
活
リ
ズ
ム
を
整
え
て
あ
げ
ま

し
ょ
う
。

夜
遅
く
ま
で
起
き
て
い
る
と
、

朝
な
か
な
か
起
き
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
ね
。
ま
た
、
睡
眠
不
足
だ

と
、
昼
間
、
元
気
に
遊
べ
な
く
な

り
、
夜
に
目
が
さ
え
て
眠
れ
な
い

と
い
う
悪
循
環
に
な
っ
て
い
き
ま

す
。ま

ず
、
朝
は
、
７
時
ま
で
に
は

起
こ
し
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。
そ
し

て
、
カ
ー
テ
ン
を
開
け
て
、
朝
の

光
を
い
っ
ぱ
い
浴
び
さ
せ
て
、
目

を
覚
ま
さ
せ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

顏
を
洗
い
、
服
を
着
替
え
て
、

朝
ご
飯
を
食
べ
た
ら
、
ト
イ
レ
で

排
せ
つ
す
る
習
慣
付
け
が
で
き
る

と
い
い
で
す
ね
。

夜
は
、
食
事
中
、
テ
レ
ビ
を
消
し
て
、
家
族
で
一
緒

に
食
べ
た
ら
、
歯
み
が
き
を
し
て
、
お
風
呂
に
入
り
、

毎
日
21
時
ま
で
に
寝
付
く
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
寝
付

く
前
に
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
を
し
て
、
部
屋
を
暗
く
し

て
添
い
寝
を
す
る
と
安
心
し
て
眠
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

乳
幼
児
期
は
、
親
の
生
活
に
合
わ
せ
る
の
で
は
な
く
、

子
ど
も
の
生
活
リ
ズ
ム
に
合
わ
せ
て
あ
げ
ま
し
ょ
う
。

●
問
い
合
わ
せ
先
二
日
市
保
育
所
☎(

９
２
２)

３
３
４

４(

平
日
８
時
30
分
〜
17
時)

お誕生日の思い出に……３歳まで

たんじょうび

   
   

★ ４月生まれ ★

　
　

　
　 　 　

　

　
　

　
　 　

　

　
　

　
　 　 　

　

●このコーナーの申込方法　★「お誕生日おめでとう！」コーナー名、子どもの名前(漢字、
ふりがな)、誕生日(年月日)、保護者氏名、住所、電話番号を記載して、電子メール、ＦＡＸ、
郵送(ハガキまたは封書)で申し込みください。定員24人まで受け付けます。(各号12人、
定員を超えた場合は抽選)　※電話では受け付けていません。　★７月生まれは、４月１日
(水)～20日(月)に受け付けます。
●申し込み先▽電子メール　hishokouhou@city.chikushino.fukuoka.jp▽ＦＡＸ(９２３)
５３９１　▽郵送の場合　〒818-8686(住所記入不要)　筑紫野市役所秘書広報課あて　
●申し込み・問い合わせ先　秘書広報課

　 　　 　

馬
ば

場
ば

一
いっ

颯
さ

ちゃん １歳
（４月27日生まれ）二日市中央

春
か
ら
は
保
育
園
♪

お
友
達
と
の
遊
び
を

通
し
て
人
を
思
い
や

れ
る
暖
か
い
心
を
育

ん
で
く
だ
さ
い
ね

に

こ
り
笑
顔
が
ス

テ
キ
な
ち
ひ
ろ
君

２
さ
い
の
お
誕
生
日

お
め
で
と
う
♪
我
が

家
の
癒
し
系
で
す

安
やす

川
かわ

知
ち

裕
ひろ

ちゃん ２歳
（４月17日生まれ）二日市中央

金
きん

城
じょう

琉
る

渚
な

ちゃん ２歳
（４月13日生まれ）上古賀

る
な

祝
２
歳

最
近
会
話
が
で
き
る

よ
う
に
な

て
き
て

毎
日
楽
し
い
ね

♪

姉
妹
仲
良
く
ね

鬼
おに

木
き

悠
はる

杜
と

ちゃん ３歳
（４月23日生まれ）吉木

は
る
と
く
ん
お
誕
生

日
お
め
で
と
う
♪
こ

れ
か
ら
も
兄
弟
仲
良

く

元
気
で
優
し
い

子
に
育

て
ね

山
やま

内
うち

悠心
ひ　な　た

ちゃん １歳
（４月23日生まれ）美しが丘南

初
め
て
の
お
誕
生
日

お
め
で
と
う

こ
れ
か
ら
も
悠
心
の

笑
顔
で
み
ん
な
を
幸

せ
に
し
て
ね
♪

太
おお

田
た

満
みつる

ちゃん ２歳
（４月３日生まれ）下見

く
い
し
ん
坊
の
み
つ

る
君

お
誕
生
日
お

め
で
と
う

た
く
さ

ん
食
べ
て
笑

て
大

き
く
な

て
ね
♪

吉
よし

開
がい

心
こ

春
はる

ちゃん ２歳
（４月５日生まれ）山家

お
め
で
と
う

毎
日

お
腹
の
赤
ち

ん
に

話
し
て
く
れ
て
あ
り

が
と
う

５
月
に
は

お
姉
ち

ん
だ
ね
♪

池
いけ

永
なが

美
み

桜
お

ちゃん　２歳
（４月７日生まれ）二日市南

み
お
お
誕
生
日
お
め

で
と
う

２
歳
も
い

ぱ
い
遊
ぼ
う
ね
♪

ト
イ
ト
レ

エ
イ
エ
イ
オ

賀
か

来
く

鼓
こ

太
た

朗
ろう

ちゃん ３歳
（４月18日生まれ）美しが丘南

鼓
太
朗

お
誕
生
日

お
め
で
と
う

毎
日

元
気
一
杯
の
笑
顔
最

高
だ
よ
♪
そ
の
ま
ま

大
き
く
な

れ

16
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人の動き

水源情報
３月16日現在

電話番号案内

お知らせ
コーナー

Information

2月末日現在

人口 102,385人     (−33)
男性 48,999人       (＋1)
女性 53,386人 (−34)
世帯数 42,481世帯    (＋8)
(  )は前月比

17
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く
ら
し

あ
ん
な
い

ぼ
し
ゅ
う

●
区
分(

種
類
・
採
用
予
定
数)

①
警

察
官
Ａ(

男
１
１
６
人
、
女
17
人
、
武

道
指
導
３
人)

②
警
察
官
Ｂ(

早
期
採

用
男
20
人)

③
警
察
官
Ｃ(

経
済
２

人
、
英
語
１
人
、
北
京
語
３
人
、
韓

国
・
朝
鮮
語
１
人
、
情
報
工
学
２
人)

●
受
験
資
格
①
昭
和
60
年
４
月
２
日

以
降
生
ま
れ
で
、
大
学(

短
大
除
く)

卒

業
ま
た
は
来
春
ま
で
に
卒
業
見
込
み

の
人
②
昭
和
60
年
４
月
２
日
〜
平
成

９
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人
※
大

学(

短
大
除
く)

卒
業
ま
た
は
来
春
ま
で

に
卒
業
見
込
み
の
人
お
よ
び
高
校
生

は
除
く
③
昭
和
60
年
４
月
２
日
〜
平

成
６
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ
た
人
。

平
成
６
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま
れ

た
人
で
大
学(

短
大
除
く)

の
卒
業
者
ま

●
日
時
４
月
21
日(

火)

、
10
時
〜
15

時
　
●
場
所
筑
紫
野
市
シ
ル
バ
ー
人

刃は

物も
の

研と

ぎ
、
ま
な
板い

た

削け
ず

り

高こ
う

齢れ
い

者し
�

の
ゼ
ロ
か
ら
始は

じ

め
る

パ
ソ
コ
ン
教き

�
う

室し
つ

【
パ
ソ
コ
ン
入
門
】
●
日
時
４
月
７
日
、

14
日
、
21
日
、
28
日(

毎
週
火
曜
日
４

日
間)

、
９
時
〜
12
時
　
●
場
所
筑
紫

野
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
Ｏ
Ａ

研
修
室(

市
内
岡
田
、
カ
ミ
ー
リ
ヤ
南

側
ほ
ほ
え
み
タ
ウ
ン
Ｃ
棟)

●
内
容

ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ
８
の
基
本
操
作
、
パ

ソ
コ
ン
の
仕
組
み
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
の
利
用
な
ど
　
●
料
金
５
７
０
０

福ふ
く

岡お
か

県け
ん

警け
い

察さ
つ

官か
ん

採さ
い

用よ
う

試し

験け
ん

た
は
来
春
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人

●
受
付
期
間
４
月
１
日(

水)

〜
20
日

(

月)

●
第
１
次
試
験
５
月
10
日(

日)

●
試
験
会
場
九
州
産
業
大
学
　
●
問

い
合
わ
せ
先
筑
紫
野
警
察
署
☎(

９
２

９)

０
１
１
０

●
試
験
区
分
①
労
働
基
準
監
督
Ａ(

法

文
系)

②
労
働
基
準
監
督
Ｂ(

理
工

系)

●
受
験
資
格
昭
和
60
年
４
月
２

日
〜
平
成
６
年
４
月
１
日
に
生
ま
れ

た
人
。
平
成
６
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
人
で
、
大
学
を
卒
業
ま
た

は
来
春
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
人
、

ま
た
は
人
事
院
が
大
学
卒
業
と
同
等

の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
人
　
●
採

用
予
定
数
①
約
１
６
０
人
②
約
40
人

●
第
１
次
試
験
６
月
７
日(

日)

、
福

岡
市
な
ど
全
国
16
都
市
　
●
受
付
期

間
▽
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
　http://w

w

w
.jin

ji-sh
ike

n
.g

o
.jp

/ju
ke

n
.h

tm
l

労ろ
う

働ど
う

基き

準じ
�
ん

監か
ん

督と
く

官か
ん

採さ
い

用よ
う

試し

験け
ん

４
月
１
日(

水)

９
時
〜
13
日(

月)

受
信

有
効
　
▽
郵
送
、
持
参
　
４
月
１
日

(

水)

〜
２
日(

木)

消
印
有
効
　
●
問
い

合
わ
せ
先
福
岡
労
働
局
総
務
課
人
事

係
☎(

４
１
１)

４
７
４
１

●
日
時
４
月
22
日(

水)

〜
30
日(

木)

、

10
時
〜
17
時
※
22
日
は
13
時
か
ら
、

30
日
は
15
時
ま
で
●
場
所
プ
ラ
ム
・

カ
ル
コ
ア
太
宰
府
　
●
問
い
合
わ
せ

先
井
手
田
☎(

９
２
９)
１
２
６
０

青せ
い

峰ほ
う

書し
�

道ど
う

会か
い

作さ
く

品ひ
ん

展て
ん

イ
ベ
ン
ト

材
セ
ン
タ
ー(

市
内
岡
田
、
カ
ミ
ー
リ

ヤ
南
側
ほ
ほ
え
み
タ
ウ
ン
Ｃ
棟)

●

料
金
菜
切
包
丁
４
０
０
円
な
ど(

刃
こ

ぼ
れ
な
ど
別
途
料
金)

、
木
製
ま
な
板

５
５
０
円
か
ら
　
●
問
い
合
わ
せ
先

筑
紫
野
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎(

９
１
９)

７
７
５
５

円(

テ
キ
ス
ト
代
等)

●
定
員
先
着

12
人
　
●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

先
筑
紫
野
市
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
☎(

９
１
９)

７
７
５
５

県
の
施
策
・
制
度
な
ど
に
つ
い
て

意
見
や
提
案
を
行
う
モ
ニ
タ
ー
を
募

集
し
ま
す
。(

活
動
状
況
に
応
じ
て
Ｑ

Ｕ
Ｏ
カ
ー
ド
な
ど
を
進
呈)

●
応
募
資
格
県
内
在
住
の
18
歳
以
上

の
人(

議
員
、
公
務
員
、
平
成
25
・
26

年
度
県
政
モ
ニ
タ
ー
経
験
者
を
除
く)

●
任
期
委
嘱
日
〜
平
成
28
年
３
月
31

日
　
●
応
募
期
限
６
月
１
日(

消
印
有

効)

※
応
募
方
法
な
ど
詳
細
は
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
　
●
申
し
込

み
・
問
い
合
わ
せ
先
県
県
民
情
報
広

報
課
広
聴
係
☎(

６
４
３)

３
１
０
３

県け
ん

政せ
い

モ
ニ
タ
ー

貯水率

県営
山神ダム

市営
水呑ダム

現在貯水量
総貯水量

226万m3

280万m3

85千m3

85千m3

80.7％

100％

〜水は大切な資源です〜

市役所   ………………………… (923)1111
上下水道料金総務課 料金担当…(923)7111
上下水道工務課 給排水担当  … (923)7172
山口コミュニティセンター ……(922)2551
筑紫コミュニティセンター ……(926)2913
山家コミュニティセンター ……(926)2809
御笠コミュニティセンター ……(922)2601
二日市コミュニティセンター …(920)5123
筑紫南コミュニティセンター …(919)8400
生涯学習センター ………………(918)3535
市民図書館 ………………………(928)4343
歴史博物館  ……………………(922)1911
人権文化センター ……………… (926)4136
カミーリヤ …………………… (920)8000
文化会館 ………………………… (925)4321
クリーンヒル宝満 ……………… (926)5300
筑慈苑(火葬場) …………………(926)1892
社会福祉協議会 ………………… (920)8008
シルバー人材センター …………(919)7755
筑紫野警察署 …………………… (929)0110
筑紫野消防署 …………………… (924)5034

△
△

△
△

△
△

△
△

△
△

△
△

△
△

△
△

△
△

△
△

△
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そ
う
だ
ん
（
無む

料り
�
う

）

●
日
時
毎
月
第
２
・
４
木
曜
日
の
13

時
30
分
〜
15
時
30
分(

１
件
50
分
程
度)

●
場
所
市
役
所
第
３
別
館
高
齢
者

支
援
課
内
相
談
室
　
●
相
談
員
福
岡

県
司
法
書
士
会
指
定
の
司
法
書
士

高こ
う

齢れ
い

者し
�

無む

料り
�
う

法ほ
う

律り
つ

相そ
う

談だ
ん

認
知
症
に
関
す
る
疑
問
や
介
護
の

仕
方
、
本
人
へ
の
接
し
方
な
ど
気
軽

に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。
介
護
負
担

の
悩
み
な
ど
を
一
緒
に
分
か
ち
合
い
、

再
び
元
気
を
出
せ
る
よ
う
、
話
を
お

聞
き
し
ま
す
。(

予
約
不
要)

●
日
時
４
月
17
日(

金)

、
10
時
〜
15

時(

毎
月
第
３
金
曜
日
に
開
催
予
定)

●
相
談
方
法
面
談
ま
た
は
電
話
　
●

相
談
場
所
カ
ミ
ー
リ
ヤ
内
相
談
室(

社

会
福
祉
協
議
会
横
）
●
電
話
相
談
☎

(

９
２
０)

８
０
０
８
　
●
問
い
合
わ
せ

先

高
齢
者
支
援
課

介か
い

護ご

を
考か

ん
が

え
る
家か

族ぞ
く

の
会か

い

に
よ

る
介か

い

護ご

相そ
う

談だ
ん

●
日
時
４
月
16
日(

木)

、
13
時
〜
16

時(

１
人
30
分
程
度)

●
場
所
福
岡

法
務
局
筑
紫
支
局
１
階
相
談
室
　
●

相
談
担
当
弁
護
士
　
●
相
談
受
付
電

話
に
よ
る
予
約
制(

先
着
６
人)

※
資

力
基
準
を
満
た
す
人
が
対
象
の
た
め
、

予
約
の
際
に
収
入
な
ど
を
お
尋
ね
し
ま

す
　
●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

法
テ
ラ
ス
福
岡
☎

０
５
０(

３
３
８
３)

５
５
０
２

●
日
時
４
月
８
日(

水)

、
10
時
〜
15

時
※
予
約
不
要
　
●
場
所
市
役
所
第

３
・
４
会
議
室(

第
１
別
館
２
階)

※
近

隣
で
の
開
催
は
、
４
月
２
日(

木)

大
野

城
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
、
７
日(

火)

春
日
市
役
所
　
●
相
談
担
当
人
権
擁

護
委
員
　
●
相
談
内
容
い
じ
め
・
差

別
・
虐
待
・
近
隣
や
家
庭
内
の
も
め

ご
と
な
ど
の
人
権
問
題
※
福
岡
法
務

局
筑
紫
支
局
で
は
、
職
員
が
毎
日

(

土
・
日
曜
日
、
祝
日
除
く)

、
人
権
擁

護
委
員
が
月
・
水
・
金
曜
日
に
相
談

を
受
け
て
い
ま
す
。
全
国
共
通
人
権

相
談
ダ
イ
ヤ
ル
☎

０
５
７
０(

０
０
３)

１
１
０
●
問
い
合
わ
せ
先
福
岡
法
務

局
筑
紫
支
局
☎(

９
２
２)

２
８
８
１

無む

料り
�
う

法ほ
う

律り
つ

相そ
う

談だ
ん

所し
�

定て
い

例れ
い

人じ
ん

権け
ん(

悩な
や

み
ご
と)

相そ
う

談だ
ん

所し
�

サ
ー
ク
ル

会
費
な
ど
詳
し
く
は
各
サ
ー
ク
ル
に

直
接
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

外
国
人
が
指
導
し
ま
す
。

●
日
時
第
２
・
４
水
曜
日
、
18
時
〜

19
時
　
●
場
所
筑
紫
南
コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
セ
ン
タ
ー
　
●
対
象
小
学
２
〜
６

年
生
、
５
人
ま
で
　
●
問
い
合
わ
せ

先
真
崎
☎

０
５
０(

７
５
７
６)

３
６

５
１

こ
ど
も
英え

い

会か
い

話わ

音
楽
に
合
わ
せ
て
体
を
動
か
し
、

ボ
ー
ル
、
ベ
ル
、
ベ
ル
ダ
ー
を
使
っ

て
楽
し
く
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
！

●
日
時
・
場
所
【
成
人
女
性
対
象
】

▽
第
１
〜
４
水
曜
日
、15
時
〜
16
時

30
分
、牛
島
公
民
館
　
▽
第
２
〜
４

３
Ｂ
体た

い

操そ
う

【
４
月
18
日(

土)

、
御
笠
地
区
コ
ー
ス

(

柚
須
原
、
本
道
寺
、
吉
木
な
ど)

】
●

集
合
場
所
・
時
間
西
鉄
二
日
市
西
口

バ
ス
停
、
８
時
30
分
〜
正
午
　

【
５
月
23
日(

土)

、
四
王
寺
コ
ー
ス
】

●
集
合
場
所
・
時
間
西
鉄
太
宰
府
駅
、

９
時
〜
14
時(

弁
当
持
参)

【
共
通
】
●
参
加
費
１
回
２
０
０
円

(

交
通
費
は
個
人
負
担) 

●
申
し
込

み
・
問
い
合
わ
せ
先
つ
く
し
郷
土
史

会(

名
本)

☎

０
９
０(

９
４
０
５)

４
３

５
５

史し

跡せ
き

め
ぐ
り

●
日
時
５
月
８
日(

金)

、
10
時
〜
12

時(

９
時
40
分
受
付)

●
場
所
県
立

太
宰
府
特
別
支
援
学
校
　
●
内
容
校

内
見
学
、
講
習(

障
害
に
対
す
る
理
解

と
関
わ
り
方
な
ど)

●
対
象
地
域
の

人
、
特
別
支
援
教
育
に
関
心
の
あ
る

大
学
生
、
専
門
学
校
生
●
申
込
方
法

４
月
30
日(

木)

ま
で
に
電
話
ま
た
は
Ｆ

Ａ
Ｘ
で
申
し
込
み
●
申
し
込
み
・
問

い
合
わ
せ
先
同
校
☎(

９
２
４)
５
０

５
５
／
FAX(

９
２
４)

５
０
８
９

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養よ

う

成せ
い

講こ
う

座ざ

●
資
格
筑
紫
野
市
、
太
宰
府
市
在
住

で
、
継
続
し
て
自
動
車
を
運
転
し
て

い
る
人
で
、
交
通
規
則
を
守
り
安
全

運
転
を
心
が
け
、
他
の
運
転
者
の
模

範
と
な
る
人
　
※
詳
細
は
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。
　
●
受
付
期
間
４
月

１
日(

水)

〜
30
日(

木)

、
９
時
〜
16
時

●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先
筑
紫

交
通
安
全
協
会
☎(

９
２
４)

０
０
６
６

優ゆ
う

良り
�
う

運う
ん

転て
ん

者し
�

表ひ
�
う

彰し
�
う

お父さん、お母さん、未成年の子
どもに軽い気持ちでお酒をすすめて
いませんか？

未成年のあなた、アルコール飲料
をジュースのように軽い気持ちで飲
んでいませんか？

福岡国税局・税務署

４月は未
み

成
せい

年
ねん

者
しゃ

飲
いん

酒
しゅ

防
ぼう

止
し

強
きょう

調
ちょう

月
げっ

間
かん

です
お酒

さけ

は二十歳
は　た　ち

になってから

新
規
就
農
者
・
次
世
代
就
農
者
育

成
を
目
的
に
開
催
し
ま
す
。

●
期
間
７
月
〜
平
成
28
年
５
月
の
毎

週
水
曜
日(

月
４
回
程
度)

、
13
時
30
分

〜
17
時
　
●
内
容
露
地
野
菜
全
般
・

施
設
園
芸
の
栽
培
実
習
お
よ
び
防
除
、

肥
培
管
理
等
の
講
義
　
●
募
集
人
数

10
人
程
度
　
●
受
講
料
年
間
３
万
５

千
円
　
●
応
募
資
格
①
〜
③
の
全
て

を
満
た
す
人
①
Ｊ
Ａ
筑
紫
管
内(

筑
紫

野
市
・
春
日
市
・
大
野
城
市
・
太
宰

府
市
・
那
珂
川
町)

居
住
の
18
歳
以
上

の
人
②
普
通
自
動
車
運
転
免
許
所
持

者
③
受
講
終
了
後
に
Ｊ
Ａ
筑
紫
直
売

所
出
荷
者
や
生
産
部
会
に
加
入
し
出

荷
を
行
う
強
い
意
志
を
持
っ
て
い
る

人
　
●
応
募
方
法

ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
、
電
子
メ
ー
ル
に
「
①
住
所
、
②

氏
名(

ふ
り
が
な)

、
③
年
齢
、
④
性

別
、
⑤
電
話
番
号
」
を
明
記
し
て
申

●
申
込
方
法
事
前
に
電
話
で
予
約(

各

２
件
ま
で)

●
申
し
込
み
・
問
い
合

わ
せ
先

高
齢
者
支
援
課

木
曜
日
、10
時
〜
11
時
30
分
、中
央
・

栄
町
・
昭
和
三
地
区
公
民
館
　

【
60
歳
以
上
対
象
】
第
２
〜
４
木
曜
日
、

15
時
〜
16
時
30
分
、
中
央
・
栄
町
・

昭
和
三
地
区
公
民
館
　
●
問
い
合
わ

せ
先
武
石
☎

０
９
０(

２
９
６
３)

３

１
５
６

し
込
み
　
●
応
募
締
切
５
月
15
日(

金)

必
着
　
●
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

〒
818-

8642
市
内
杉
塚
３-

３-

10
Ｊ
Ａ
筑

紫
農
業
振
興
課
宛
☎(

９
２
４)

１
３

１
３
／
FAX(

９
２
３)

７
６
２
４
／
電
子

メ
ー
ルnousin@

ja-chikushi.o
r.jp

Ｊ
A
筑ち

く

紫し

ち
く
し
農の

う

業ぎ
�
う

塾じ
�
く
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※対象者には個人通知します。転入したばかりで通
知が届いていない人は、問い合わせください。
４カ月児・10カ月児・１歳６カ月児の健康診査
●受け方 健診票が届いたら、通知文に記載の指定
医療機関へ予約し、受診する　●持参品 母子健康
手帳、健診票
３歳児健康診査　※受診は誕生日の翌月です
●日時 ４月２日(木)・16日(木)の13時〜14時　※
対象人数の都合で月２回に分けて開催　●場所 カ
ミーリヤ ●持参品 母子健康手帳、健診票、尿

u内　済生会二日市病院　　　湯町　　　(９２３)１５５１
u外　済生会二日市病院　　　湯町　　　(９２３)１５５１
u産　牛島産婦人科医院　　　太宰府市　(９２１)２５１１
u小　福岡徳洲会病院　　　　春日市　　(５７３)６６２２

週し
�
う

末ま
つ

証し
�
う

明め
い

書し
�

交こ
う

付ふ

サ
ー
ビ
ス

市
民
課
週
末
窓
口
証
明
書
交
付

サ
ー
ビ
ス

◆
開
設
日

毎
月
第
２
・
第
４
土

曜
日(

４
月
は
11
日
、
25
日)

◆
開
設
時
間

９
時
〜
12
時

◆
取
扱
業
務
　

【
証
明
書
の
発
行
】
住
民
票
の
写

し
、
印
鑑
登
録
証
明
書
、
戸
籍
に

関
す
る
証
明
書
、
住
民
票
記
載
事

項
証
明
書
、
住
民
票
コ
ー
ド
通
知

票
、
住
所
の
表
示
の
変
更
に
よ
る

証
明
書

【
印
鑑
の
登
録
業
務
】新
規
登
録
、

再
登
録
、
廃
止
な
ど
の
申
請

内科と外科、小児科の平日夜間当番医は、市役所・消防署に問
合せください。

診療時間は９時〜17時
(小児科は９時〜23時)

●病院などの都合で変更されることがありますので、市役所ま
たは消防署☎(924)5034で事前に確認してください。

19時〜翌朝７時

☎＃８０００
休日・夜間の急な子どもの病気の対処に迷っ
たときの電話相談です。携帯電話からも可。

４月５日(日)
u内　あけぼのクリニック 大野城市 (５８５)８５０３
u外　なかむら整形外科　　　原田　　　(９２６)９３００
u産　西尾産婦人科医院　　　紫　　　　(９２８)１１０３
u小　福岡徳洲会病院　　　　春日市　　(５７３)６６２２

診療時間は９時〜16時

休日急患歯科診療所　春日市　(５７１)０１１８
※全ての日曜日・祝日・お盆・年末年始の歯科急患に対応しています。

●水道当番業者(４月前半)

日程 業者名 電話番号

４月１日〜４月５日 (有)ムサシ工業 (９２８)３８６７

４月６日〜４月12日 (株)中央設備 (９２３)１１４４

４月13日〜４月14日 (株)東筑設備工業 (９２５)０１０６

●問い合わせ先　上下水道工務課 ☎(９２３)７１１２

固定資産税 １期

都市計画税 １期

４月12日(日)

筑
紫
出
張
所
日
曜
日
証
明
書
交

付
サ
ー
ビ
ス

◆
開
設
日
毎
週
日
曜
日(

４
月
は

５
日
、
12
日
、
19
日
、
26
日)

◆
開
設
時
間

９
時
〜
12
時

◆
取
扱
業
務

住
民
票
の
写
し
お
よ
び
印
鑑
登

録
証
明
書
の
発
行

※
筑
紫
出
張
所
以
外
の
出
張
所
で

は
、
日
曜
日
の
証
明
書
交
付
サ

ー
ビ
ス
は
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。

●日時 ５月15日(金)、10時〜11時30分　●定員
20組 ●対象者 離乳食を始めようとしている赤ち
ゃん(生後４カ月〜７カ月頃)とその家族　●内容 離
乳食の講話と調理の見学、試食　●場所 カミーリ
ヤ ２階和室　●参加費 100円　●持参品 母子健康
手帳、筆記用具、スプーン ※｢抱っこひも｣がある
と、見学の際に便利です ●申込方法 電話または
市ホームページから申し込みください。市ホームペ
ージ→分類から探す(健康・子育て・福祉)→赤ちゃ
ん→離乳食教室　※赤ちゃんに食物アレルギーがあ
る場合は、申し込み時にお知らせください。
●受付開始 ４月７日(火)、９時〜

母子健康手帳交付会
●場所・日程(火曜日)　▽生涯学習センター３階和
室　 ４月７日　▽カミーリヤ２階和室 ４月14・
21・28日　●時間 ９時50分〜10時10分(※受付
９時30分〜９時45分)　●持参品 妊娠届出書(交付
会場にもあります)、筆記用具 ●内容 母子健康手
帳の交付と説明、市の保健事業紹介※代理の人でも
交付できます

乳幼児健康診査

●申し込み・問い合わせ先
健康推進課☎(920)8611／FAX(926)6006

離乳食教室

保健師・助産師・栄養士・歯科衛生士・保育士な
どが、子育てに関する相談に応じます。(計測のみ
も可)
●場所・日程 ▽生涯学習センター３階和室 ４月８
日(水) ▽カミーリヤ１階多目的ホール ４月22日
(水)　●受付時間 13時30分〜14時30分　●対象
就学前の子どもと保護者(予約不要)　●持参品 母子
健康手帳

育児相談

広 告

休
きゅう

日
じ つ

の当
と う

番
ば ん

医
い

小
しょう

児
に

救
きゅう

急
きゅう

電
で ん

話
わ

相
そ う

談
だ ん

歯
し

科
か

休
きゅう

日
じ つ

急
きゅう

患
か ん

診
し ん

療
りょう

緊
き ん

急
きゅう

漏
ろ う

水
す い

時
じ

の水
す い

道
ど う

当
と う

番
ば ん

業
ぎょう

者
し ゃ

4月の納
の う

税
ぜ い

と納
の う

付
ふ

 

 

 

の設置をお勧めします。

TEL.092-923-3111
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■
発
行
　
筑
紫
野
市
　
　
■
編
集
　
秘
書
広
報
課
　

〒818-8686　福岡県筑紫野市二日市西一丁目1番1号
 092(923)1111　FAX092(923)5391

■
印
刷
　
秀
英
社
印
刷
株
式
会
社
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
40,400部

災さ

い

害が

い

に
強つ

よ

い
筑ち

く

紫し

野の

市し

に
な
る
た
め
に
—

平
成
26
年
度
東
日
本
大
震
災
筑
紫
野
市
復
興
祈
念
式
お
よ
び
自
主
防
災
組
織
学
習
会
を
開
催

災
害
に
よ
る
被
害
を
減
ら
す
た
め

に
は
、
「
自
助
・
共
助
・
公
助
」
が
重

要
で
あ
り
、
ま
ず
は
「
自
助
」
が
肝

心
で
す
。
自
分
の
命
は
自
分
で
守
る
、

と
い
う
こ
と
で
す
。

ま
た
、
今
は
、
気
象
情
報
で
詳
細

な
情
報
提
供
が
あ
り
ま
す
が
、
急
な

豪
雨
災
害
で
は
把
握
で
き
な
い
場
合

も
あ
り
、
空
振
り
で
も
い
い
か
ら
、

す
ぐ
に
安
全
な
場
所
に
逃
げ
る
ク
セ

を
つ
け
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

高
齢
者
や
障
害
者
に
限
ら
ず
、
い

ざ
と
い
う
と
き
に
は
近
所
の
人
が
助

け
て
く
れ
る
、
と
い
う
安
心
感
を
持

て
る
よ
う
に
、
地
域
で
何
か
あ
っ
た

場
合
に
は
、
地
域
全
員
の
安
否
を
確

認
し
よ
う
と
い
う
意
思
が
あ
る
こ
と

が
大
切
で
す
。

自
主
防
災
組
織
と
は
、
地
域
で
の

自
主
防
災
活
動
を
促
進
す
る
た
め
の

備
蓄
は
買
い
置
き
を
少
し
増
や

す
こ
と
か
ら

「
備
蓄
」
と
言
わ
れ
て
も
、
「
一

か
ら
全
部
揃
え
る
の
も
…
」
「
置
き

場
所
は
ど
う
す
る
」
「
時
間
が
経
っ

た
ら
買
い
替
え
な
い
と
」
と
い
う

意
見
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
日
常
生
活
で
使
う
食

材
を
多
め
に
買
っ
て
使
っ
た
分
を

補
充
す
る
方
法
で
あ
れ
ば
、
賞
味

期
限
切
れ
の
無
駄
は
出
な
い
上

に
、
特
別
な
非
常
食
も
必
要
あ
り

ま
せ
ん
。
ま
た
、
お
漬
け
物
や
家

庭
菜
園
も
備
蓄
と
考
え
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

３
月
７
日(

土)

、
生
涯
学
習
セ
ン
タ

ー
さ
ん
あ
い
ホ
ー
ル
に
て
、
東
日
本

大
震
災
筑
紫
野
市
復
興
祈
念
式
を
行

い
、
被
災
地
に
派
遣
し
た
市
職
員
が

活
動
報
告
を
行
い
ま
し
た
。

ま
た
、
災
害
発
生
時
に
お
け
る
自

助
・
共
助
の
重
要
性
か
ら
、
自
主
防

災
組
織
の
皆
さ
ん
を
対
象
に
、
役
割

と
災
害
に
備
え
た
日
頃
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
学
習
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

各
行
政
区
の
自
主
防
災
組
織
の
皆
さ

ん
の
ほ
か
、
消
防
団
、
市
か
ら
２
８

４
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

※
筑
紫
野
市
で
は
全
て
の
行
政
区
で

自
主
防
災
組
織
が
発
足
し
て
い
ま
す
。

筑
紫
野
市
自
主
防
災
組
織
学
習
会

講
演
「
災
害
に
強
い
筑
紫
野
市

に
な
る
に
は
〜
自
主
防
災
組
織
の

取
り
組
み
〜
」

講
師
　
黒
田
洋
司
さ
ん

(
消
防
科
学
総
合
セ
ン
タ
ー
研
究
開

発
部
長
兼
統
括
研
究
員)

組
織
。
災
害
が
起
こ
ら
な
い
間
に
区

の
役
員
の
人
が
変
わ
っ
て
も
、
し
っ

か
り
と
次
の
人
に
つ
な
げ
て
長
続
き

さ
せ
る
と
い
う
こ
と
が
最
も
重
要
で

す
。参

加
し
た
行
政
区
長
か
ら
は
、
「
自

主
防
災
組
織
の
形
は
あ
る
程
度
で
き

て
お
り
、
訓
練
も
行
っ
て
い
る
が
、

い
ざ
実
際
に
災
害
が
起
き
た
場
合
に

機
能
す
る
か
ど
う
か
が
大
事
だ
と
思

う
。
区
と
他
の
団
体
な
ど
と
の
連
携

を
密
に
し
て
い
き
た
い
」
と
感
想
が

あ
り
ま
し
た
。

東
日
本
大
震
災
の
発
生
か
ら
４

年
の
３
月
11
日(

水)

、
市
役
所
玄

関
前
に
お
い
て
、
市
、
市
議
会
、

消
防
本
部
、
区
長
会
、
消
防
団
ら

１
５
４
人
が
参
加
し
、
東
日
本
大

震
災
筑
紫
野
市
追
悼
式
を
挙
行
し

ま
し
た
。

こ
の
追
悼
式
は
、
震
災
の
犠
牲

者
に
哀
悼
の
意
を
表
し
、
ま
た
震

災
の
記
憶
を
風
化
さ
せ
な
い
た

め
、
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

参
加
者
は
、
震
災
発
生
時
刻
の

14
時
46
分
の
サ
イ
レ
ン
と
と
も
に

黙
と
う
を
さ
さ
げ
ま
し
た
。

福岡県備蓄促進キャンペーン実施中！
自治会、事業所で
「３日分以上の飲料水、食糧、生活物資など」
の備蓄開始を宣言しませんか？
●実施期間 平成28年１月31日(日)まで

●問い合わせ先 県防災危機管理局 防災企画課

☎(９２３)７１１２

福岡県　防災 検索

「
備び

蓄ち

く

」
し
て
ま
す
か
？

被ひ

災さ
い

地ち

に
思お

も

い
を
馳は

せ
、

東ひ
が
し

日に

本ほ
ん

大だ
い

震し
ん

災さ
い

筑ち
く

紫し

野の

市し

追つ
い

悼と
う

式し
き

を
挙き

�

行こ
う
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